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平成27年度実施推進状況および男女共同参画への配慮に関する調査 Ａ ◎
Ｂ ○

基本目標Ⅰ　男女の人権が尊重されるまちづくり

課題１　　人権擁護の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①人権尊重意識の啓発及び人権擁護活動の推進
男女共同参画への配慮

実施状況の概要

◎ ◎ ◎

・第24回　埼葛人権を考えるつどい
H27.10.15(木)春日部市民文化会館
当日の参加者加者者数:約5,600人
・市内４地区での人権のつどい事業の開催
　①久喜地区「平和と人権のつどい」
　H27.9.12(土)久喜総合文化会館　1,589人
　②菖蒲地区「平和と人権のつどい・少年の主張大
会」
　H27.11.21(土)菖蒲文化会館(アミーゴ)　1,250人
　③鷲宮地区「平和と人権のつどい」
　H27.12.12(土)鷲宮西コミュニティセンター・おお
とり
　683人
　④栗橋地区「人権フェスタ　IN くりはし」

H28 1 30(土)栗橋文化会館(イリス) 618人

どちらかというとできなかった・事業の

共同参画意識の啓発につながった 対象や手法の見直しが必要である

男女共同参画への配慮 評価基準
事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた 十分にできた・十分な成果をあげた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した できた・ある程度の成果をあげた

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女

△

◎

事業を進めるに当たり、実
行委員会を組織し、女性の
委員も企画運営に参加して
いた。
また、事業には、男女の偏
りなく参加が得られた。
市内小中学校の児童・生
徒、各種活動団体などにご
協力いただき、世代間交流
及び幅広い年代層に人権
意識の高揚を図ることがで
きた。

人
権
推
進
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

11101 人権意識の高揚 個人の尊厳と男女平等を基礎とした人権
意識の高揚を図り、互いの人権と多様な
価値観を尊重することの重要性について
啓発を行う。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施 対応策

久喜市男女共同参画行動計画（第１次）　女(ひと)と男(ひと)ともに輝く共生プラン

道徳や総合的な学習の時間などを通し
て、生命を尊重する教育を推進する。

道徳、総合的な学習の時間、特別活動などの教育活
動をとおして、人権尊重に基づいた生命を尊重する
教育を推進した。
・乳幼児と接する活動の実施

◎ ◎ ◎

H28.1.30(土)栗橋文化会館(イリス) 618人
・広報くきの人権コーナー及び特集等を活用して
様々な人権問題の解消に向けて啓発活動を実施
・駅頭啓発等、各地域で啓発活動事業を開催
・第１２回男(ひと)と女(ひと)のつどい
　　H27.6.27(土)中央公民館　参加者４１８人

市民大学「男女共同参画による社会づくり」の講座
の実施。
高齢者大学「女性の人権」の講座の実施。 ○ ◎ ◎

・女(ひと)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜学
習会　越谷市科学技術体験センター　ミラクルにて
現地研修H28.2.6(土)参加者１５人(男３・女１２)
・高齢者大学講座「女性の人権」H28.1.13(水)3年生
６４人

○ ○ ◎

有

◎

児童生徒の発達段階に応
じた学習指導により、生命
を尊重する教育の充実を
図ることができた。

指
導
課

◎

人権週間期間中に学習会
を開催し、その期間周辺で
は、高齢者大学において講
座「女性の人権」について
講演した。

人
権
推
進
課

生
涯
学
習
課

11102 人権週間などにおける
啓発活動の推進

人権週間（１２/４～１２/１０）などの機会
を捉え、個人の尊厳と男女平等を基礎とし
た人権の尊重についての啓発活動を行
う。

有

◎

講座を通して男女参画
について学習し、男女平
等、人権意識の高揚が
図られた。

有

11103 生命を尊重する体験
学習の推進
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女性の悩み(カウンセリング)相談(年間１０４枠)
原則、毎月第１・３金曜日　午後１時～５時
特設相談　６月１４日(日)、１１月１５日(日)
　　　　　１０時～１５時
利用件数:　８８件　利用率:８５％
予約件数:１１０件　予約率:１０６％／キャンセル
率
１９.１％ ○ ○ ◎

人
権
推
進
課

◎

市内４地区で開催し、曜
日、時間帯もそれぞれ変え
て利用しやすさを考慮し
た。
女性の相談者が利用しや
すいように、相談員の割合
を配慮している。女性の相
談者が全体の６割以上を
占めていることから、十分
に成果をあげた。

11104 人権・女性相談事業
の充実

日常生活におけるさまざまな困りごとや悩
みごとについて相談しやすい環境整備を
進めるため、「人権・女性相談」を本庁及
び各総合支所で実施する。また、相談員
の相談研修への参加を促進するなど相談
事業の充実を図る。
・本庁 毎月10日13時15分～16時15分
・菖蒲 毎月第3水曜日13時～15時
・栗橋 毎月第3木曜日13時30分～15時30分

・鷲宮 毎月第4月曜日10時～12時

有

久喜地区　相談件数６０件　うち女性４５件
菖蒲地区　相談件数　６件　うち女性　３件
栗橋地区　相談件数１９件　うち女性　８件
鷲宮地区　相談件数１４件　うち女性　８件

◎ ◎ ◎

◎

日曜特設相談が２日とな
り、利用率は昨年比２％増
となった。
希望者に予約確認電話を
実施したことにより直前の
取消を減らすことができ
た。 人

権
推
進
課

11105 女性の悩み(カウンセリ
ング)相談事業の充実

配偶者等からの暴力に関すること、夫婦や
家族に関することなど女性の日常生活に
おけるさまざまな悩みや困りごとに関する
相談に応じるため、ｶｳﾝｾﾗｰによる女性の
悩み（ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ）相談を実施する。
・実施日　毎月2回（第1・第3金曜日）
　　　　　　午後1時～午後5時
・特設相談（11月）を日曜日に実施する。 有
【目標】利用率85％以上【現状】

H26利用率83％【方法】予約は

100％超だが、直前の取消が多く利

用率は83％。希望者に予約確認電話

をして直前取消を減らす
【成果】 利用率８５％ 【評価】 ◎

Ａ Ｂ Ｃ 達成度

施策の方向性　②性教育の充実　　
目標【施策の方向性】達成度 所

管
課その理由

事業番号 事業名 事業内容 実
施 対応策

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

◎

児童生徒の発達段階に応
じた性に関する学習指導に
より、性教育の充実を図る
ことができた。 指

導
課

11201 人間尊重に基づいた
性教育の推進

人権尊重や男女平等の理解と協力の意
識を高めるため､各教科や道徳、特別活
動などの教育活動を通して、人間尊重に
基づいた性教育を推進する。

有 ◎ ◎ ◎

児童生徒の発達段階に応じた学習指導により、生命
の尊重をする教育の充実を図ることができた。
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課題２　生涯を通じた健康支援

Ａ Ｂ Ｃ 達成度

施策の方向性　　①健康づくりの推進

市内小学校からの要請により、母子愛育会とともに
赤ちゃん人形を活用した性教育に関する授業に協力
した。
(３校）

男女共同参画への配慮

○

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要

・高齢者のためのいきいきクッキング
合計４回　延参加者数６２人(男１２・女５０)
・はつらつ運動教室
合計1,220回　延参加者数17,831人
(男2,479・女15,352)

12101 介護予防事業の
充実

高齢者が、要介護状態になることを予防
し、自立した生活を続けることができるよう
に、生活機能の低下を防ぎ、介護予防に
向けた事業や普及・啓発活動などを行う。

有 ○ ○

○ ○

必要に応じ、性に関する情
報活動を行っているが、教
育活動の効果的な方法に
ついては、今後も工夫が必
要である。

中
央
保
健
ｾ
ﾝ

ﾀ

ｰ

人
権
推
進
課

性に関する情報を適切な時期に提供でき
るよう、各種パンフレットの配布を行うなど、
性に関する教育活動を行う。 有

11202 性に関する教育活動
の推進

性に関する情報を適切な時期に提供でき
るよう、各種パンフレット等の配布を行う。
また、性に関する講座を開催し、性に関す
る教育活動を行う。

無

○

人
権
推
進
課

11203 指導者等に対する性
教育研修の実施及び
情報提供

性教育の充実を図るため、それぞれの活
動の場において性に関する情報を提供で
きる指導者等に研修や情報提供を行う。

無

◎

男女を問わず介護予防を
図ることができた。

介
護
福
祉
課

目標【施策の方向性】達成度
所管課

その理由対応策

○ ○

平成26年度における各関係課事業実施状況につい
て、平成27年7月8日に開催した健康づくり推進会議
にて公表した。

課
子どもから高齢者まで生涯にわたる健康
づくりをすすめるため、各関係課において、
健康づくり事業等を実施する。 有

有 ○

必要に応じ、性に関する情
報活動を行っているが、教
育活動の効果的な方法に
ついては、今後も工夫が必
要である。

中
央
保
健

セ
ン
タ
ー

○ ○ ○

○ ○

市内小学校からの要請により、母子愛育会とともに
赤ちゃん人形を活用した性教育に関する授業に協力
した。
(３校）

健
康
医
療
課

関

係

課

12103 健康づくりのための情
報提供と啓発活動の
充実

市ホームページにおいて、健康づくりコー
ナーや食育サイト等を開設し、健康づくりの
ための情報提供と啓発活動を行う。

有 ○ ○ ○

健康づくりホームページ・食育ホームページを「健
康・食育ナビ」としてリニューアルし、健康づくり
や食育に関する情報をよりわかりやすく提供するこ
とができた。

12102 生涯にわたる健康づく
りの推進（健康増進計
画の推進） ○

庁内連絡会議及び健康
づくり推進会議におい
て、計画の推進状況を
評価することができた。

○

多くの市民に情報を提供
することができた。

健
康
医
療
課
健
康
医
療
課

12104 ＨＩＶ／エイズ及び性感
染症に対する啓発・相
談と妊婦ＨＩＶ抗体検
査の実施

ＨＩＶ／エイズ及び性感染症に関する正し
い情報や知識の普及啓発を行う。
また、ＨＩＶ／エイズ及び性感染症に関する
相談を関係機関と連携して実施するととも
に、妊婦を対象としたＨＩＶ抗体検査を実施
する。

有

有 ○ ○

妊婦全員（1,041人）に妊婦健診助成券（HIV検査）
を交付した。

○
多くの市民に情報を提供
することができた。

ホームページや広報紙において正しい情報や知識啓
発のための記事を掲載した。 ○

相談への対応も適切に
行った

中
央
保
健

セ
ン
タ
ー

◎
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○

会議において、計画の
推進状況の把握と評価
をすることができた。

健
康
医
療
課

12105 健康づくり推進体制の
強化

医師会・歯科医師会をはじめとする、関係
団体や公募の市民等で構成される健康づ
くり推進会議と行政との連携を強化し、健
康づくり推進体制の充実を図る。

有 ○ ○ ○

健康づくり推進会議を開催した。
平成27年7月8日(水)参加者16人(男性11人、女性5人)
会場：久喜市役所大会議室
内容：健康増進計画の推進状況の把握と評価につい
て

愛育班員や食生活改善推
進員に対して、身近な家族
や知人などに検診の受診
啓発の声がけ等を依頼し
た。

中
央
保
健
セ

ン
タ
ー

○

各既存組織を活用し情
報提供をすることで、健
康づくりに関する啓発が
図れた。

健
康
医
療
課

有

有

12106 各既存組織等を活用
した各種健康情報の
提供

各既存組織等を活用し、健康に関する情
報の提供を行う。

◎

○ ○

愛育班員や食生活改善推進員に対して、身近な家族
や知人などに検診の受診啓発の声がけ等を依頼し
た。

食生活改善推進員協議会、母子愛育連合会等へ健康
づくりに関するイベント情報の提供を行った。

○

○

◎

研修会の開催により、資質
向上を図ることができた。

中
央
保
健

セ
ン
タ
ー

12107 保健活動に関する地
域組織等の育成

愛育班員や食生活改善推進員などの地
区組織関係者を対象に研修会を開催し、
保健活動を推進する地域組織の育成を
図る。

有

愛育班員や食生活改善推進員に対して、身近な家族
や知人などに検診の受診啓発の声がけ等を依頼し
た。 ○ ○

特定健康診査・健康診査、
人間ドック・脳ドック助成、
がん検診助成とも前年度と
比較して件数が増加してい
ることから、被保険者の健
康づくりの推進に寄与する
との観点において、一定の
成果をあげることができた

国
民
健
康
保
険

12108 各種健康診査事業等
の充実と受診促進

国民健康保険（国保）及び後期高齢者医
療（後期）の被保険者を対象に、特定健
康診査・健康診査の無料実施や、人間
ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成す
るとともに、国民健康保険（国保）の被保
険者を対象に、市が行う各種がん検診の
受診費用（自己負担金）の助成を行い、

【特定健康診査・健康診査】
　国保加入中で40歳以上の方及び後期被保険者に対
し、平成27年6月1日から平成27年11月30日まで受診
できる受診券を事前に送付し、生活習慣病予防の
為、指定医療機関での健康診断の受診を促進した。
平成24年度から受診費用を無料とし平成27年度も同
様に利便性の向上を図った。未受診者へ勧奨ハガキ

○

成果をあげる とができた
が、特定健康診査について
は久喜市特定健康診査等
実施計画で設定した目標
受診率に達していないた
め、達成度を◎ではなく○
とした。

険
課

健康の維持増進を図る。

有 ○ ◎ ◎

を送付。
■受診者数（H28年3月31日現在）
・国保　12,850人　・後期　5,792人
【人間ドック・脳ドック助成】
　国保に加入して１年以上経過し、保険税に未納の
ない世帯の方及び後期被保険者で保険料に未納のな
い方に対し、申請により受診費用の一部を助成。広
報やホームページ、保険税納付書送付時等に周知を
図り、受診促進を行っている。
■助成件数（H28年3月31日現在）
・国保　1,115人　・後期　180人
※後期については、平成22年10月1日から助成開始。
【各種がん検診助成】
　保健センターで実施しているがん検診受診者のう
ち、国保被保険者に対し助成。
■助成件数（H28.3.31現在）
    16,881人

特定健康診査 【目標】受診率50％ （法

定報告） 【現状】H26受診率41.1％（Ｈ

27.5月末現在） 【方法】広報、ホーム

ページ、ツイッター、フェイスブックなどを

活用し周知する。受診勧奨はがきの送

付を行う。担当課窓口にポスター等を掲

示し周知する。

【成果】 受診率39.5％ 【評価】 ○

4



5

課題３　　生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利への配慮

Ａ Ｂ Ｃ 達成度

○ ○

○

妊娠届出者全員に母子健康手帳を交付するととも
に、妊産婦に対し、父子健康手帳を配布し、母性保
護に関する情報提供を行った。 ○

男女共同参画への配慮

対応策

施策の方向性　　①生涯にわたる性と生殖に関する健康と権利の普及と啓発

実施状況の概要

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

13101 妊娠・出産等にかか
わる健康支援の充実

妊娠・出産等に対する正しい知識の普及
と指導を行うため、妊娠届出時等での保
健事業の紹介やママ・パパ教室の開催、
妊産婦訪問指導等を行う。

有

目標【施策の方向性】達成度
所管課

その理由
妊娠届出者全員に母子健康手帳を交付した。（1,041
人）
ママ・パパ教室を開催し、妊娠・出産・育児に関す
る学習の場を提供した。
中央153人（妊婦90人・父63人）
菖蒲 30人（妊婦18人・父12人）
栗橋 41人（妊婦27人・父14人）
鷲宮 103人（妊婦62人・父41人）
妊産婦訪問指導　1,117件

事業番号 事業名 事業内容 実
施

◎

人
権
推
進
課

13103 リプロダクティブ・ヘル
ス／ライツに関する啓
発活動の推進

リプロダクティブ・ヘルス／ライツの普及を
行うため、講座の開催及び情報提供など
啓発活動の推進を図る。

無

○

妊婦に母子健康手帳、初
妊婦に父子健康手帳を交
付し、母性保護のための情
報提供を行うことができた。

中
央
保
健
セ

ン
タ
ー

13102 母性保護に関する情
報の提供

妊娠・出産期等の健康支援を図るため、
母子健康手帳交付時等に、母性保護に
関する各種情報の提供を行う。 有

◎

妊婦に母子健康手帳を交
付するとともに、ママ・パパ
教室の開催等により、妊
娠・出産・育児に関する情
報提供を行い、健康支援を
行うことができた。
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平成27年度実施推進状況および男女共同参画への配慮に関する調査 Ａ ◎
Ｂ ○

基本目標Ⅱ　男女共同参画の意識づくり

課題１　男女共同参画を推進するための啓発活動の充実

Ａ Ｂ Ｃ 評価

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女 どちらかというとできなかった・事業の

共同参画意識の啓発につながった 対象や手法の見直しが必要である

21101 男女共同参画推進月
間事業の実施

男女平等意識の定着化と男女共同
参画社会の形成推進を図るため、６
月の男女共同参画推進月間にさまざ
まな啓発事業を重点的に行う。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

◎ ◎ ◎

施策の方向性　　①あらゆる機会を活用した啓発活動の強化・推進

久喜市と女性団体「女
(ひと)と男(ひと)いきいき
ネッワーク久喜」との共
催でつどいを行い、市民
及び事業者(団体を含
む)との協働による男女
参画の推進を図ること
ができた。
東京理科大学生との協
働による取組みも継続
して行った。
人権擁護委員による特
設人権相談を開設し、
相談できる機会を提供
することができた

人
権
推
進
課

男女共同参画への配慮 評価基準
事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた 十分にできた・十分な成果をあげた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した できた・ある程度の成果をあげた

△

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

久喜市男女共同参画行動計画（第１次）　女(ひと)と男(ひと)ともに輝く共生プラン

《第１２回　男(ひと)女(ひと)のつどい》
参加者４１８人　H27.6.27(土)中央公民館
①ネットワーク久喜構成団体によるステージ発表、
ワークショップ、活動展示、喫茶コーナー、製作品
の展示販売等
②男(ひと)女(ひと)のつどいの記念講演
③東京理科大生の参加、バルーンアート、アカペラ
④けやきの木、くりの木、幸手学園、あゆみの郷に
よる製作品等の展示、販売
⑤人権擁護委員による人権相談、女性相談(無料)２
人
《１日体験学習バスツアー》
参加者２０人(男７・女１３)H27.6.9(火)
①埼玉県防災学習センター(鴻巣市)
②グリコピア イ スト(北本市)

◎

することができた。②グリコピア・イースト(北本市)
※車中で「男女共同参画ミニ講座」を実施
広報くき６月号特集記事及びホームページに男女共
同参画関連情報を掲載、市内公共施設、東京理科大
学、幼稚園、保育園等にポスター掲示

◎

様々な機会を捉えて男
女共同参画についての
啓発を図った。

人
権
推
進
課

有 ◎ ◎

・久喜市と女性団体「女(ひと)と男(ひと)いきいき
ネットワーク久喜」との共催でつどいを行い、市、
市民及び事業者(団体含む)との協働による男女共同
参画の推進を図ることができた。
・６月と１１月には、それぞれ１日ずつ女性の悩み
相談の日曜開催を実施。

◎

21102 男女共同参画週間な
どにおける啓発活動の
推進

男女共同参画週間(６/２３～６/２９)
や女性に対する暴力をなくす運動
(11/12～11/25)などの機会を通し
て、男女共同参画に関するさまざまな
情報提供を行う。
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◎ ◎ ◎

各講座は、職員による
講座だけではなく、女(ひ
と)と男(ひと)の共生セミ
ナー委託事業の受託者
により実施されたものも
ある。
あらゆる機会を捉え、
様々な実施形態により、
多岐にわたる講演・講
座が開催できた。

人
権
推
進
課

21103 男女平等意識や男女
共同参画意識を育む
講座等の開催

男女平等意識や男女共同参画意識
を育むような各種講座・講演会を開催
する。また、参加型講座の設定や啓
発ビデオの上映など講座内容の充実
を図る。

有

《市民大学》講座「男女共同参画による社会づく
り」H27.8.28(金)　参加者１６人
《共生セミナー》
・講座「スポーツとジェンダー」
～スポーツの力で性差をどう改善するのか～
講師:静岡文化芸術大学准教授　溝口　紀子氏
 参加者５１人(男２０・女３１)
H27.9.5(土)　中央公民館
企画運営:女性問題学習グループ　なの花会
・講座「子どもたちの声を聴くということ」
講師:埼玉大学教授　岩川　直樹氏
　参加者４１人(男３・３８)
H28.2.8(月)　ふれあいセンター
企画運営:久喜おやこげきじょう
・講座「男の通信簿」
  ～女の人生の邪魔にならない男の在り方～
H28.2.13(土)　ふれあいセンター久喜
参加者６０人(男３７・女２３)
企画運営:オリーブの会久喜
・《高齢者大学》講座「女性の人権」
H28.1.13(水)　参加者６４人
《事業者セミナー》
講座「職場における男女共同参画について」
～女性活躍推進法に基づく取り組みについて～
講師:埼玉労働局雇用均等室　横山　久美子氏
H28.2.23(水)　久喜菖蒲工業団地管理センター
参加者２２人(男１８ 女４)

◎

○ ○

有

講座を通して男女参画
について学習し、男女平
等、人権意識の高揚が
図られた。

生
涯
学
習
課

◎ ◎○

参加者２２人(男１８・女４)

市民大学「男女共同参画による社会づくり」の講座
の実施。
高齢者大学「女性の人権」の講座の実施。

○

そよかぜは、ボランティ
アによる編集。「人と人
のつながり」をテーマに
地域で活動している団
体と地域とのつながりに
ついて取り上げた。

人
権
推
進
課

○

21104 情報紙による男女平
等や男女共同参画に
関する情報の提供

広報くき、久喜市ホームページなどの
各種広報媒体を活用し、市民を対象
に男女平等や男女共同参画に関する
さまざまな情報の効果的な提供を図
る。また、庁内ＬＡＮを活用し、職員対
象に男女共同参画情報を配信する。 有

・情報誌「そよかぜ」第６号発行
H28.3.15発行　全戸配布
H28.3.25インターネット版第１号
・広報くき、市ホームページ掲載
男女共同参画に関する情報を適宜掲載
・職員対象に情報配信
庁内掲示板にて配信(月間事業のお知らせ等)

◎

【目標】情報誌そよかぜ発行回数２回以

上【現状】年１回の全戸配布【方法】年

１回の全戸配布に加えて、新規に電子版

を作成して、ホームページに掲載する。
【成果】年１回発行、電子版の掲載 【評価】 ○
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21105 各年代に応じた啓発
パンフレット、チラシ等
の発行

市民まつりの人権擁護委員の相談事業と併せて、男
女共同参画に関する講座や、女性の悩み相談につい
てのチラシを配布する

△

各年代別、テーマ別とい
う点で啓発用パンフレッ
トを作成していない。

人
権
推
進
課

市民に対する幅広い男女共同参画の
啓発活動を推進するため、若年者や
成人者、高齢者などの各年代別やﾃｰ
ﾏに応じた啓発ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ、ﾁﾗｼ等を発
行し、その内容の充実を図る。

有 ○ ○

◎

１日体験学習を通じて男
女共同参画に関する情
報を提供できた。

人
権
推
進
課

21106 男女共同参画を身近
に学べる機会の提供

地域の実情にあった男女共同参画に
関する理解、認識が深められるよう市
バス等を利用し、年1、2回程度の体
験学習や施設見学を行う。 有 ◎ ◎

◎

地域における人と人と
のつながりをテーマに男
女共同参画の啓発を図
れた。

人
権
推
進
課

21107 情報紙そよかぜの発
行による男女平等や
男女共同参画に関す
る情報の提供

情報紙そよかぜを発行し、市民を対
象に男女平等や男女共同参画に関
するさまざまな情報の効果的な提供
を図る。

有

H28.3.15発行、全戸配布したほか、ホームページに
掲載した
H28.3.25インターネット版第１号発信

◎◎ ◎

あらゆる機会を通じて、
男女共同参画の基礎概

人
権

21108 男女共同参画ワンポ
イント講座の実施

セミナー委託事業や各種講座を実施
する際 久喜市の男女共同参画の取

・６月、２月体験学習バスツアーのバス車内でミニ
講座を実施

△

国や県の
資料を有効
活用し、チ
ラシ等資料
作成をする

・１日体験バスツアー
埼玉県防災学習センター・グリコ・ピアほか
H27.6.9(火)　参加者２０人(男７・女１３)
・WithYouさいたま体験学習バスツアー
WithYouさいたまフェスティバル・越谷市科学技術体
験センターミラクル
H28.2.6(土)　参加者１５人(男３・女１２)

◎

【目標】情報誌そよかぜ発行回数２回以

上【現状】年１回の全戸配布【方法】年

１回の全戸配布に加えて、新規に電子版

を作成して、ホームページに掲載する。 【成果】年１回発行、電子版の掲載 【評価】 ○

○ ◎

○ ○

◎
男女共同参画の基礎概
念や課題などを盛り込
んだ案内・進行を心がけ
た。

権
推
進
課

イント講座の実施 する際、久喜市の男女共同参画の取
組を短時間で紹介するワンポイント講
座を開催する。

有
講座を実施
・各種講座や会議の際には、男女共同参画行動計画
や事業案内などの周知を図った。

◎○ ○

△

未完成で公表できない。 人
権
推
進
課

21109 男女共同参画ミニ白
書の作成

久喜市の男女共同参画に関する現状
を総括的に把握するため、意識面、教
育、労働、地域、家族、人権、子育
て、福祉・健康など多角的な視点から
男女共同参画の現状をまとめたミニ
白書を作成する。

有

これまで実施した男女共同参画に関する調査結果お
よび関連データを収集整理を行った。市民大学講座
等でデータを用いた講座を行った。

△

内部でデー
タ利用だけ
でなく、市
民に公開で
きるよう整
理する

◎

児童の養育のために就
業時間に制約のあるひ
とり親家庭等に対して、
経済的負担を軽減する
ことができた。

子
育
て
支
援
課

21110 ひとり親家庭等に対す
る各種制度の情報提
供と利用促進

ひとり親家庭等の経済的自立と福祉
の向上を図るため、児童扶養手当制
度やひとり親家庭等医療費支給事業
等の各種援護制度の周知及び利用
促進を図る。

有

相談窓口でのパンフレットの配布や、ホームペー
ジ・広報紙により、制度の周知や利用促進に努めて
いる。また離婚協議中の方を中心に、制度の説明を
積極的に行なっている。 ○

8
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

21202 男女共同参画推進月
間における共催事業
の実施

男女平等意識の定着化と男女共同
参画社会の形成推進を図るため、6
月の男女共同参画推進月間に女(ひ

と)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜と
の共催により事業を開催する。

施策の方向性　　②男女共同参画を推進する団体等との協働体制の推進

人
権
推
進
課

女(ひと)と男(ひと)いきい
きネットワーク久喜と市
の協働により実施でき
た。
男女共同参画の推進、
ネットワーク会員のより
一層のエンパワーメント
につながった。 人

権

有

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

21201 民生委員・児童委員
等を対象とした研修会
等の実施

地域内の配偶者等からの暴力を発見
しやすい関係者を対象に研修会を開
催し、DV に関する実態の把握や被害
者から相談を受けた場合の対応方法
（関係機関との連携など）について、情
報提供を図る。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

○ ○ ○

地域内の身近な被害者
を発見していただくた
め、定例会などを通じ、
情報提供を図ることがで
きた。また、被害者を支
援するための相談先を
周知することができた。
各総合支所と連携を図
り情報提供することがで
きた。

社
会
福
祉
課

◎

民生・児童委員との連
携体制が強化できた。

《第１２回　男(ひと)女(ひと)のつどい》
参加者４１８人　H27.6.27(土)中央公民館
①ネットワーク久喜構成団体によるステージ発表、
ワークショップ、活動展示、喫茶コーナー、製作品
の展示販売等
②男(ひと)女(ひと)のつどいの記念講演
③東京理科大生の参加、バルーンアート、アカペラ
④けやきの木、くりの木、幸手学園、あゆみの郷に
よる製作品等の展示 販売

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

民生・児童委員の各地区定例会で、相談事業の周知
を図り、関係機関の相談業務の情報提供・民生児童
委員の会長に市内外の関係機関との連絡会議へ出席
いただき、情報共有・連携強化を図った。

・民生・児童委員の各地区定例会で、相談事業の周
知、意見交換を行った。 ○ ○ ◎

○

◎

権
推
進
課

有
よる製作品等の展示、販売
⑤人権擁護委員による人権相談、女性相談(無料)２
人
《１日体験学習バスツアー》
参加者２０人(男７・女１３)H27.6.9(火)
①埼玉県防災学習センター(鴻巣市)
②グリコピア・イースト(北本市)
※車中で「男女共同参画ミニ講座」を実施
広報くき６号特集記事及びホームページに男女共同
参画関連情報を掲載、市内公共施設、東京理科大
学、幼稚園、保育園等にポスター掲示

◎ ◎ ◎

○

そよかぜは、毎年１回発
行、年２回以上の発行を
目標とする。
電子版を作成し、ホーム
ページに掲載できた。

人
権
推
進
課

21203 市民参加による男女
共同参画啓発資料の
作成

さまざまな男女共同参画啓発資料を
市民との協働により作成する。

有

・男女共同参画情報誌「そよかぜ」を公募によるボ
ランティアが企画し、編集を行った。

◎◎ ◎
【目標】情報誌そよかぜ発行回数２回以

上【現状】年１回の全戸配布【方法】年

１回の全戸配布に加えて、新規に電子版

を作成して、ホームページに掲載する。
【成果】年１回発行、電子版の掲載 【評価】 ○
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◎

企画・取材から発行まで
市民ボランティアとの協
働により発行できた。 人

権
推
進
課

 21204 情報紙そよかぜの発
行による男女平等や
男女共同参画に関す
る情報の提供

情報紙そよかぜを発行し、市民を対
象に男女平等や男女共同参画に関
するさまざまな情報の効果的な提供
を図る。

有

(21107再掲)

・市民ボランティアが市と協働して企画・編集を
行った。H28.3.15発行、全戸配布したほか、市ホー
ムページに掲載した。
・H28.3.25インターネット版第1号発信

◎◎ ◎

◎

女(ひと)と男(ひと)いきい
きネットワーク久喜加入
団体をはじめとする市民
団体との協働により各
事業を実施した。 人

権
推
進
課

21205 活動団体の支援とPR
の強化

団体活動のPRを行うため、団体活動
の発表会を開催するなど、活動団体
の支援を行う。

有

・第１２回　男(ひと)女(ひと)のつどい
参加者４１８人　H27.6.27(土)中央公民館
ネットワーク久喜構成団体によるステージ発表、
ワークショップ等を開催し、事業参加者に団体活動
の情報を提供
・WithYouさいたま体験学習バスツアー
H28.2.6(土)WithYouさいたま開催のフェスティバル
の「成果発表会」　講座「地域全体がハッピーにな
る!女性からの政策提言」に参加している市内団体の
活動支援ツアー参加者への情報提供
・市ホームページに会報、団体活動記事を掲載
・共生セミナー委託事業の実施により、男女共同参
画を推進する３団体に委託料としての支援と事業広
報の支援を行った

◎◎

女(ひと)と男(ひと)いきい21206 女(ひと)と男(ひと)いき 男女共同参画の推進に関する市民等 共催事業の実施

◎

【目標】情報誌そよかぜ発行回数２回以

上【現状】年１回の全戸配布【方法】年

１回の全戸配布に加えて、新規に電子版

を作成して、ホームページに掲載する。
【成果】年１回発行、電子版の掲載 【評価】 ○

◎

女(ひと)と男(ひと)いきい
きネットワーク久喜との
協働により充実した運
営ができた。 人

権
推
進
課

21206 女(ひと)と男(ひと)いき
いきネットワーク久喜
の活動支援

男女共同参画の推進に関する市民等
の主体的な活動における団体間交流
及び連携の強化並びにネットワーク化
を支援するため、女(ひと)と男(ひと)い
きいきネットワークの男女共同参画を
推進する活動に対する支援を行う。

有

・共催事業の実施
男(ひと)と女(ひと)のつどい　H27.6.27(土)
・女(ひと)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜学
習会支援
・H27.11.28(土)中央公民館にて研修
・市ホームページに活動紹介した記事を掲載
・共生セミナー委託事業としてWithYouさいたまフェ
スティバル参加を主眼とした日帰りバスツアーを企
画し、女(ひと)と男(ひと)のいきいきネットワーク
久喜の企画展示を見学

◎◎ ◎

○

センターに登録している
１０団体の活動を支援す
る場を提供することがで
きた。

社
会
福
祉
課

21207 活動団体への活動拠
点の提供

ふれあいセンター久喜に利用団体とし
て登録している女性団体に対し、活動
の拠点（女性団体活動支援事業室）
の提供を図る。 有

女性団体活動支援事業室の貸出
【平成27年度(平成28年3月31日現在）の利用状況】
○利用登録団体数　10団体(昨年度ろ同増）
○利用団体数のべ101団体（昨年度比3.1％増）
○利用人数のべ674人(昨年度比1.8％増）

○○ ○
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課題２　男女共同参画に関する調査・研究の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①男女共同参画に関する調査・研究の推進

◎

男女共同参画の形成を
目指して活動している団
体の活動支援につな
がった。市と市民の協働
により男女共同参画の
推進に取組めた。

人
権
推
進
課

21208 セミナー・講演会等委
託事業

男女共同参画に関するセミナー、講
演会等の企画・運営・報告まで行う団
体等を公募し、委託により事業を実施
する。

有

・共生セミナーを次の３団体に委託
①女性問題学習グループなの花会
　「スポーツとジェンダー　スポーツの力で性差を
どう改善する
　か」
　H27.9.5(土)参加者５１人(男２０・女３１)
②久喜おやこげきじょう
　「子どもたちの声を聴くということ」
　　H28.2.8(月)参加者４１人(男３・女３８)
③オリーブの会久喜
　「男の通信簿」
　H28.2.13(土)参加者６０人(男３７・女２３)

◎◎ ◎

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

22101 男女共同参画に関す
る市民意識調査等の
実施

男女共同参画に関する市民意識や市
民ニーズを把握するため市民意識調
査を実施する。また､各種啓発事業の
達成度を検証するため、アンケート調
査を行う。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

22102 青少年の性と人権尊 思春期の性に対する知識や意識､人

○ ○

アンケートを通して、 人

○

事業参加者から率直な
意見や事業の評価が寄
せられ、今後の啓発事
業計画に活用した。

人
権
推
進
課

各種啓発事業でアンケートを実施し、今後の事業計
画の参考資料および啓発資料とした。

○

市内中学校の３年生の１クラスを対象に「男女共同参22102 青少年の性と人権尊
重に関する意識調査
の実施

思春期の性に対する知識や意識､人
権尊重に関する認識等を把握するた
め､青少年の性と人権尊重に関する意
識調査を実施する。

◎

ア ケ トを通して、
男女共同参画について
の現状を把握すること
ができた。

人
権
推
進
課

有 ◎ ◎

市内中学校 年生 クラ を対象 男女共同参
画に関するアンケート調査」を行い、デートＤＶにつ
いての意識調査を行った。
回答数347（女子176　男子164　性別無回答7）

◎

◎

アンケート調査を実施
することで、男女共同
参画について意識啓発
をすることができた。 人

権
推
進
課

22103 若年代の男女共同参
画意識調査の実施

若年代の男女共同参画に対する周知度
や意識を把握するため、若年層対象の男
女共同参画意識調査を実施する。

有

市内中学校の３年生の１クラスを対象に「男女共同参
画に関するアンケート調査」を行い、男女共同参画社
会についての意識調査を行った。
回答数347（女子176　男子164　性別無回答7）
「あなたは次にあげる言葉や内容を知っていますか」
　〔男女共同参画社会〕
　・詳しく知っている・・・　９．５％
　・おおよそ知っている・・４５．５％
　・聞いたことがある・・・２８．５％
　・知らない　　　・・・・１５．３％
　・無回答　　　　・・・・　１．２％

◎◎ ◎

人
権
推
進
課

22104 職場の男女共同参画
推進状況調査の実施

職場における男女共同参画の推進状況を
把握するため、久喜市男女共同参画を推
進する条例に基づき、市内事業所を対象
に男女共同参画の推進状況調査を実施
する。

無
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人
権
推
進
課

22105 自営業者等対象の意
識調査の実施

自営業主及び家族従業者の男女共同参
画意識を把握するため､自営業者等対象
の男女共同参画意識調査を実施する。

無

人
権
推
進
課

22106 団体対象の男女共同
参画推進状況調査の
実施

団体の男女共同参画を推進する取組状
況について把握するため、久喜市男女共
同参画を推進する条例に基づき、団体を
対象とした調査を実施する。

無

◎

調査の実施、結果の公
表は、女性委員登用に
ついての意識啓発に効
果があった。

人
権
推
進
課

22107 女性委員登用状況調
査の実施

女性委員登用状況調査を、年2回実
施して、その結果を広報くき等により公
表する。

有

H27.4.1調査…32.8％　10.1調査…33.5％
調査結果は、市のホームページにて公開
※規則・要綱により設置された機関は除く

◎○ ○

人
権
推
進
課

22108 男女共同参画に関す
る情報の提供

広報くき、久喜市ホームページなどの
各種広報媒体を活用し、市民を対象
に男女平等や男女共同参画に関する
さまざまな情報の効果的な提供を図
る。また、庁内ＬＡＮを活用し、職員対
象に男女共同参画情報を配信する。

有

(21104再掲)

○ ○

・男女共同参画情報誌そよかぜ第６号H28.3.15発行
し全戸配布した他、市ームページに掲載
H28.3.25インターネット版第1号発信
・市役所職員対象に情報発信 ○ △

調査結果を公開できて
いないため、調査結果
を提供するという点にお
いては不十分であった。
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課題３　　男性、子どもにとっての男女共同参画の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①男性にとっての男女共同参画の推進

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要

男性が参加しやすいテーマや時間帯
に配慮した講座の開催や男性向け啓
発パンフレットの作成などの取り組みを
進め、男女共同参画は男女ともに関
わる事として、男性に対する啓発活動
を推進する。

有

・男性が参加しやすい企画として、１日体験学習バ
スツアー等の訪問先に埼玉県防災学習センターを取
り入れた。男性参加者は２０人中７人
・共生セミナーでは、「男の通信簿講座」を実施し
た

人
権
推
進
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

男女共同参画への配慮

対応策

◎◎

保
育
課

◎

父親の子育て参加の促
進や交流が図れた。

子
育
て
支
援
課

父親がイベントや行事、講座を通して子ど
もとふれあうことで、子育ての喜びや楽し
みを見出す機会の充実を図る。

有 ○ ○

有 ○

児童センターにて「お父さんといっしょ」(年3回)実
施。手遊びや、ふれあい遊び、製作などを通して親
子で楽しむことができた。
久喜市立地域子育て支援センター（久喜・栗橋・鷲
宮）は、各施設年3回計9回、土曜日に子育て支援セ
ンターを開所し、父親と子どもが、一緒に遊べるイ
ベントや講座を実施。

○

父親が子育ての楽しみを見出せるよう運動会や保育
参観等の行事を実施し、子どもとふれあう機会の充
実を図った。 ○○

23102 父親の子育て参加の
促進

中母子健康手帳の交付に併せ 父子健康 母子手帳の交付に併せ 初妊婦には父子健康手帳を

○

初めて父親になる方へ

運動会や保育参観等の行
事を実施することで、父親
の男女共同参画の推進が
はかられた。

◎

男性が参加しやすという
点で、防災体験ができる
企画を組み入れたこと
で効果があったと考え
る。

◎

23101 男性に対する啓発の
推進

【目標】参加率50％以上【方法】今年度

から参加世帯数及び父親の参加者数を集

計し、参加率を求める。（保育課）

【成果】69.9% 運動会・お楽しみ会の参加率 【評価】 ○

中
央
保
健
ｾ
ﾝ
ﾀ

ｰ

母子健康手帳の交付に併せ、父子健康
手帳の配布、ママ・パパ教室での育児学
習を通じて、父親の育児参加を促す。

有 ○ ○

母子手帳の交付に併せ、初妊婦には父子健康手帳を
交付した。（425人）
ママ・パパ教室コースのうち、１回を土曜日に開催
し、妊娠・出産・育児に関する学習の場を提供し
た。（父親参加者130人） ◎ ◎

初めて父親になる方へ
父子健康手帳を交付す
ることと、ママ・パパ教室
の開催により、妊娠・出
産・育児に関する情報
提供と、父親の育児参
加の促進に役立てるこ
とができた。
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子育て支援課

(児童センター)

(鷲宮児童館)

○

母親が参加する機会が
多いが、父親も参加す
るよう呼びかけた。ま
た、父親も参加しやすい
よう、土曜日にも事業を
行った。

し
ょ

う
ぶ
会
館

・めばえ広場、すくすく広場：毎月１回開催。親子
で手遊び、体操、工作などをして親子のふれあいを
図った。
・絵本のへや：毎月２回開催。絵本の読み聞かせや
ゲームなどを行い親子のふれあいを図った。
・わくわくタイム：毎月１回開催。親子遊び、歌、
リズム体操等を行い、親子のふれあいを深めた。
・親子でファイティング：毎月１回開催。柔軟体操
やかけ足、フラフープなどを使った運動や遊びを行
い、親子のふれあいを深めた。

○○ ○

児童センター・児童館
事業

児童センターや児童館において児童
の健全な遊び場を確保するとともに、
育児教室や幼児教室など子育てに関
する講座や父親がふれあい遊びを通
して、子育ての楽しさを体験できるよう
な講座の充実を図る。

有 ○ ○ ◎

※児童センター・鷲宮児
童館
募集人数（定員）に対
し、人数が集まらない
コースもあったが、計画
通り事業を実施すること
ができた。

※児童センター
・育児教室（0歳児）８回実施、（1歳児）５回実
施。保健師、栄養士の講話などで育児不安の解消及
び保護者同士の交流が図れた。
・幼児教室（2歳児）１２回実施、（3歳児）7回実
施。親子で手遊び、歌等を通しての身体表現や様々
な素材を使用して表現活動を実施。
・お父さんといっしょ（年3回）実施。手遊びや、ふ
れあい遊び、制作などを通して親子で楽しむことが
できた。
※鷲宮児童館
・幼児クラブ（1・2歳児）年5回、プチランド年11
回、わくわくランド年4回実施。親子でリズム遊びや
体を動かしたり、四季折々の製作を実施。

○

23103

有

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　②子どもにとっての男女共同参画の推進

介
護
福
祉
課

○○ ○

23104 介護研修等への男性
参加促進

認知症予防・介護教室など介護研修
の開催にあたっては、男性の参加を促
進するよう配慮する。

有

認知症サポーター養成講座の開催及び家族介護講演
会を実施し、認知症予防、認知症介護者支援を実
施。
・認知症サポーター養成講座
・家族介護講演会　題目「認知症とともに、よりよ
く生きる」
参加者71人（ｱﾝｹｰﾄ回収62人）男:女:1:3

○

所
管
課その理由

23201 青少年の性と人権尊
重に関する意識調査
の実施

思春期の性に対する知識や意識、人
権尊重に関する認識等を把握するた
め、青少年の性と人権尊重に関する
意識調査を実施する。

無

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
目標【施策の方向性】達成度

人
権
推
進
課

男女問わず、介護や認
知症に関する知識の普
及が図れた。
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課題４　　国際社会に対する理解

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①国際理解の推進と外国人に対する支援と情報提供等

人
権
推
進
課

有 ○ ○

Ｈ28.1.10（日）成人式において、啓発パンフレット
「知っていますか？デートＤＶ」を配布した。

人
権
推
進
課

23203 メディア・リテラシーの
向上につながる啓発
活動の推進

メディアが送り出す男女の固定的なイメー
ジの情報や、女性の性的側面の強い表現
などを、無批判に受け入れるだけでなく、
それら情報を主体的に読み解き、選択し、
使いこなす力（ﾒﾃﾞｨｱ・ﾘﾃﾗｼｰ）を身につけ
るための啓発活動を推進する。

有

情報誌「そよかぜ」編集会議のなかで、編集員を対
象とした「メディア・リテラシー」に関する学習を
実施。県発行の「男女共同参画の視点から考える表
現ガイド」を市役所、小・中学校、保育所で閲覧で
きるように掲示し、私立保育所、幼稚園、学童保育
所に冊子を配布済み。

所
管
課その理由

24101 地域における国際交
流の推進

行政と国際交流団体等との協働関係を構
築するとともに、その団体に対する活動支
援を行う。また、外国籍市民との交流や、
ホームステイの受け入れなど、外国人との
交流機会の拡充を図る。

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
事業を通じてお互いの
文化交流ができ、親睦
が図られたこと。
　また、久喜市・ローズ
バーグ協会と協力して
事業を展開することで、
協働関係を築くことがで

自
治

①中学生国際親善交流事業
　ローズバーグ市への中学生派遣を、久喜市・ロー
ズバーグ協会の協力を得て実施
　派遣生徒数：20人
②成人国際親善交流事業
　久喜市・ローズバーグ協会が実施するローズバー
グ市からの成人訪問団の受入を 市バスの提供等に

目標【施策の方向性】達成度

○ ○ ◎

市内の教育機関、保育
施設等に向けて、男女
共同参画に配慮した表
現に関するガイドライン
を提供できた。

○

新成人に向けて、デート
ＤＶに関する啓発を行う
ことができた。

○

◎

23202 デートＤＶ防止に向け
た啓発活動の推進

ＤＶは配偶者だけではなく、若い恋人の間
でも発生するという認識に立ち、若年者向
けのＤＶ防止普及啓発資料の作成や保護
者対象のＤＶ防止に関する講座の開催な
ど、若い男女間の暴力の防止に向けた啓
発活動を推進する。

有 ○

関
係
課

○
協働関係を築くことがで
きたことから「○」と判断
した。

治
振
興
課

○

事業を通じて日本語学
習の支援と日常生活に
必要な情報提供が図ら
れたことから、達成度を
「○」と判断した。

自
治
振
興
課

有 ○

グ市からの成人訪問団の受入を、市バスの提供等に
より支援
　成人訪問団人数：19人
③埼玉県ワンナイトステイ事業
　日本語国際センター研修生のホームステイの受入
家庭を斡旋
　受入家庭：7家庭
　受入研修生数：7人

○

外国籍市民支援事業
　外国籍市民のための日本語教室を、一般財団法人
日本語協力センターへの業務委託により実施
開催日：平成27年9月5.12.19.26日
　　　　10月3.10.17.31日
　　　　11月7日（土）　全9回
開催時間：午後6時30分～8時30分（2時間）
参加人数：延べ82人、平均参加者数9.1人

○

24102 外国人への情報提供
の充実

外国人が快適な生活が送れるよう、
保健行事日程表や生活ガイドブック・
健康や基本的生活に係る資料等外
国語による生活情報の提供の充実を
図る。また、公共サインの英文字併記
表示や公共施設案内板の設置、さら
に日本語教室の充実等に努める。
【目標】参加者数80人【現状】H26参加

者数66人【方法】申込をしたが1度も出

席しなかった人が複数いたため、申込み

後に日程等の周知を行う。

【成果】82人 【評価】○
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平成27年度実施推進状況および男女共同参画への配慮に関する調査 Ａ ◎
Ｂ ○

基本目標Ⅲ　男女平等を推進する教育・学習の環境づくり

課題１　保育園・幼稚園・学校における男女平等教育の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①教育の場における男女平等教育の推進

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女

△
どちらかというとできなかった・事業の

共同参画意識の啓発につながった 対象や手法の見直しが必要である

31101 人権尊重及び男女共
同参画の視点にたっ
た男女平等教育の推
進

男女平等の視点にたって、園児や児
童生徒の呼名、班編成、学用品の選
定、日常の言葉遣い、運動種目、保
護者欄の記入などについて見直しを
行い、人権尊重及び男女共同参画の
視点にたった男女平等教育の推進を
図る。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

○ ◎ ◎

園児への配慮をするこ
とで教育現場における
男女平等教育の推進が
図れた。

学
務
課

◎

男女共同参画への配慮 評価基準
事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた 十分にできた・十分な成果をあげた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した できた・ある程度の成果をあげた

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

久喜市男女共同参画行動計画（第１次）　女(ひと)と男(ひと)ともに輝く共生プラン

◎

園児の呼名や日常の言葉遣い、保護者欄の記入など
において、男女平等に努め、男女平等教育の推進を
図った。 ◎

園児の呼名や日常の言葉づかいなどにおいて、男女
平等
に努めている。
好きな色を選ぶなどの際にも、既成概念をなくし、
園児が自由に選べる形態をとっている。

◎

児童生徒の呼名や日常の言葉遣いなどにおいて、男
女平等に努め、学級指導や教科等の指導において男
女平等教育の推進を図った ◎

◎

日常保育の中で、園児の
呼名や日常の言葉遣いに
配慮することで、保育現場
における男女平等教育の
推進が図れた。

保
育
課

◎

男女平等の視点にたっ
た指導により、学校教育
の場における男女平等

指
導

有 ◎ ◎

有

保
育
課

学
務
課

女平等教育の推進を図った。 ◎ ◎ の場における男女平等
教育の推進が図れた。

導
課

有 ◎ ◎

31102 男女混合名簿の実施 保育所・幼稚園や市内小・中学校に
おいては、出席簿同様可能な限り、各
種名簿等への男女混合名簿の使用
を拡大し、必要以上の男女の区別を
排除する。

有

有

男女混合名簿は定着し
特別な意識をすることな
く取り組めている。◎ ◎

男女混合名簿を作成し、必要以上の男女の区別を排
除するよう努めた。

◎◎ ◎ ◎

男女混合名簿の使用に
より、必要以上の男女
の区別をなくすことがで
きた。

○

名簿は常に男女混合名簿を作成し、男女の区別別を
なく
している。 ◎

継続して
実施

16
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一人ひとりの個性を活かす
指導等の実施により、保育
の現場における男女が平
等教育の推進が図れた。

保
育
課

31103 一人ひとりの個性を生
かす生活指導等の実
施

人権尊重に基づき、さまざまな学校行
事、課外活動、進路指導、生活指導
などにおいて、一人ひとりの個性を生
かす指導を実施する。

有

◎

教育行政重点施策の「学
校における人権教育の充
実」に基づき、全ての学校
教育活動において一人ひと
りの個性を生かす生活指
導等を実施した。

○有

◎ ◎ ◎◎

◎ ◎

各保育所において、保育方針である「個性を伸ば
し、一人ひとりを大切にする保育」に基づき、一人
ひとりの個性を活かす生活指導を実施した。

指
導
課有 ◎ ◎

教育行政重点施策の「学校における人権教育の充
実」に基づき、全ての学校教育活動において、相手
の立場を尊重する教育の徹底を図り、一人ひとりの
個性を生かす生活指導等を充実した。

教育行政重点施策に基
づき一人一人の個性を
生かす指導を実施した。

学
務
課

◎

継続して
実施

◎

教育行政重点施策の「人権を尊重した教育の推進」
に基
づき、全ての幼稚園教育活動において、一人一人の
個性
を生かす指導を実施した。

◎

多くの保護者の協力を得て
つどいを開催できたこと
は、意識啓発において効果
が大きい。

人
権
推
進
課

31104 保護者に対する意識
啓発の充実

男女平等や男女共同参画に関する啓
発パンフレットを配布するなど、保護者
に対する意識啓発を行う。 有

有

子も親も家族の絆の大切さ
を再確認することで、学校
教育 場における男女平

指
導

両親が共同して行う子育て
について啓発することによ
り、男女平等教育の推進が
図れた。

広報くき、ホームページに記事を掲載。
「平和と人権のつどい」をはじめ市内４地区でつど
いを開催するにあたり、保育園、幼稚園、学校と連
携して実施したことにより、多くの保護者の協力、
参加が得られた。

◎

保
育
課

保護者会や公開授業を通して、男女
平等や、家族の絆の大切さ等につい

○ ○ ○

園だよりや保護者会・懇談会において「子育ては、
両親が協力して行うこと」の大切さを伝えること
で、男女平等や男女共同参画についての啓発を行っ
た。
中学生を対象とした「親になるための学習」や、親
を対象とした「親が親として育ち、力をつけるため

◎

◎ ◎

◎ ◎ 教育の場における男女平
等教育の推進が図れた。

導
課

◎

小学生に入学する子どもを
持つ親の役割や悩みや不
安の解消につながり、保護
者同士の結びつきを深める
ことができた。

平等や、家族の絆の大切さ等に い
て啓発を行う。 有 ◎

生
涯
学
習
課

有 ◎ ◎

の学習」の推進を図ることで、家族の絆の大切さ等
についての啓発を行った。

市内小学校において、就学時検診に「子育て講座」
を実施し、親の役割や心構え、悩み、家族の絆など
についての講演を行った。

◎

◎
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

課題２　生涯を通じたジェンダーの視点をもった平等教育の推進

施策の方向性　　②指導者に対する男女平等意識の啓発

施策の方向性　　①若い世代におけるジェンダーの視点をもった平等教育の推進

31201 教職員への男女平等
教育に関する研修会
等の開催

人権教育に関する研修会の中で男女
平等教育についての研修の継続を図
る。 有 ◎

管理職への情報提供に
より、教職員の男女平
等等意識の定着が図れ
た。

指
導
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

男女共同参画への配慮

対応策
事業番号 事業名 事業内容 実

施
実施状況の概要

校長会、教頭会において、男女平等教育に関する情
報提供を適宜実施し、教職員への男女平等教育につ
いての研修の継続に努めた。

保
育
課

人
権
推
進
課

無

31202 男女平等についての
意識調査の実施

保育士や幼稚園教諭に対して、男女
平等教育に関する意識調査を実施
し、その実態を把握する。

無

無
学
務
課

事業番号 事業名 事業内容 実 目標【施策の方向性】達成度 所
管

◎◎

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

◎

Ａ Ｂ Ｃ 評価
事業番号 事業名 事業内容 実

施

標【施策 性】 成度
管
課その理由

中
央
公
民
館

有

◎ ◎ ◎

つどいや共生セミナー
は、多角的な男女共同
参画の視点から事業を
実施しているため効果
は大きいと考える。

人
権
推
進
課

32101 男女共同参画の視点
にたった講座の開催

共生セミナーや公民館自主事業など
の各種学習機会の中で、男女平等の
視点を取り入れた講座や､男女共同
参画の視点にたった講座を開催する｡

有

○ ○○ ◎

家庭内の調理における
男女参加を促すきっか
けとなる事業となった

実施状況の概要
対応策

・第１２回　男(ひと)女(ひと)のつどい　参加者４
１８人
・市民大学講座「男女共同参画による社会づくり」
　　参加者１６人
・高齢者大学講座「女性の人権」参加者６４人
・共生セミナー「スポーツとジェンダー」
　　Ｈ27.9.5（土）中央公民館　参加者５１人
・共生セミナー「子どもたちの声を聴くというこ
と」
　　Ｈ28.2.8（月）ふれあいセンター　参加者４１
人
・共生セミナー「男の通信簿」
　　Ｈ28.2.13（土）ふれあいセンター久喜　参加者
６０人

西公民館事業「うどん打ち体験」Ｈ27.11.21実施
　中学3年生を対象にしたうどん打ち体験講座
　参加者93人（男53人、女40人）

◎

18
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　②生涯におけるジェンダーの視点をもった平等教育の推進

人
権
推
進
課

32102 青少年向け啓発冊子
等の発行

男女平等意識や男女共同参画意識
の定着化を図るため、青少年向け啓
発冊子等を作成し、配布する。

無

人
権
推
進
課

32103 若年代の男女共同参
画意識調査の実施

若年代の男女共同参画に対する周知
度や意識を把握するため、若年層対
象の男女共同参画意識調査を実施
する。

無
(22103再掲)

人
権
推
進
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

32201 男女共同参画を身近
に学べる機会の提供

地域の実情にあった男女共同参画に
関する理解、認識が深められるよう市
バス等を利用し、年1、2回程度の体
験学習や施設見学を行う。 有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

(21106再掲)

◎

バス旅行として共に行
動することで、男女共同
参画をテーマに参加者
同士の交流が図られる
ことの効果は大きいと考
える。

・体験学習バスツアー(6月)のテーマは、「防災と
食」、WithYouさいたま体験学習バスツアー(2月)の
テーマは男女共同参画推進センターで行われるフェ
スティバル参加をそれぞれテーマに実施した。訪問
先の見学・学習のほか、車中で男女共同参画ミニ講
座の実施、啓発ビデオ鑑賞などの啓発を行った。

◎

◎

父親の子育て参加の促
進や交流が図れた。

子
育
て
支

(23102再掲)

有 ○ ○

32202 父親の子育て参加の
促進

父親がイベントや行事、講座を通して子ど
もとふれあうことで、子育ての喜びや楽しみ
を見出す機会の充実を図る。

児童センターにて「お父さんといっしょ」(年3回)実
施。手遊びや、ふれあい遊び、製作などを通して親
子で楽しむことができた。
久喜市立地域子育て支援センター（久喜・栗橋・鷲
宮）は 各施設年3回計9回 土曜日に子育て支援セ

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

◎ ◎

○【目標】参加率50％以上【方法】今年度 支
援
課

有 ○ ○○

宮）は、各施設年3回計9回、土曜日に子育て支援セ
ンターを開所し、父親と子どもが、一緒に遊べるイ
ベントや講座を実施。

久喜市公民館連絡協議会事業「人権講座」
　Ｈ27.11.27実施
　女性の人権を含めた講演「身近な人権問題を考え
る」を
実施。参加者86人

父親が子育ての楽しみを見出せるよう運動会や保育
参観等の行事を実施し、子どもとふれあう機会の充
実を図った。

○

運動会や保育参観等の行
事を実施することで、父親
の男女共同参画の推進が
はかられた。

保
育
課

○

○ ◎ ◎

講座を通じて様々な人
権を学習し、人権意識
の高揚を図ることができ
た。

生
涯
学
習
課

32203 男女共同参画を身近
に学べる機会の提供

高齢者大学、市民大学、公民館自主
事業などの各種生涯学習機会の中
に、男女平等の視点をもったプログラ
ムを盛り込む。

有

有

多くの参加者があり、女
性の人権について学ぶ
きっかけを提供できた。

中
央
公
民
館

○ ○

市民大学「男女共同参画による社会づくり」、「人
権意識の高揚する社会づくり」の講座を実施。
高齢者大学「人権教育」、「同和教育」、「女性の
人権」等の講座を実施。

◎

○

【目標】参加率50％以上【方法】今年度

から参加世帯数及び父親の参加者数を集

計し、参加率を求める。（保育課）

【成果】69.9% 運動会・お楽しみ会の参加率 【評価】 ○
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平成27年度実施推進状況および男女共同参画への配慮に関する調査 Ａ ◎
Ｂ ○

基本目標Ⅳ　あらゆる分野に男女が共同参画できる体制づくり

課題１　政策・方針決定の場における男女共同参画の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①行政委員会及び審議会等における男女共同参画

女性からの政策提言講
座を開催することで、参
加者だけではなく 発表

人
権

政策参画講座の開催
の情報提供

女性の政策・方針決定の場への参画
を促進するため、政策参画講座開催

情報提供を行う

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
女性の市政参加への
意識啓発を図るととも
に、女性の視点からと
らえた意見や要望、
提案などを市政に反
映させることができ
た。
また、インターネット
動画（録画）配信し、
議会の様子を幅広く
公開することができた

人
権
推
進
課

41101 いきいき女性議会の
開催と情報発信

男女共同参画への配慮 評価基準
事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた 十分にできた・十分な成果をあげた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した できた・ある程度の成果をあげた

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女

埼玉県との共催で「女性からの政策提言講座」を開
催した。テーマ「”何となく暮らしづらい”この思
いをカタチにする講座」

久喜市男女共同参画行動計画（第１次）　女(ひと)と男(ひと)ともに輝く共生プラン

△
どちらかというとできなかった・事業の

共同参画意識の啓発につながった 対象や手法の見直しが必要である

41102

女性の市政への参画意識を高め、行
政や議会への理解を深めてもらうとと
もに、女性の意見や要望等を市政に
反映させるため、いきいき女性議会を
開催する。また、議会の様子や質問・
答弁内容を広報くき、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞなどで
周知する【隔年開催】

有

H27.10.27(火)　久喜市議会議場
議員数14人（公募1人、団体推薦9人、高校生4
人）
傍聴者数　41人(男18人・女23人)
託児した数0人（託児協力員2人）
インターネット動画(録画)配信を実施
女性議会の概要を広報くき3月1日号に4ページ掲
載
会議録を作成し、市ホームページ等で公開

◎ ◎ ◎ ◎

41104 女性委員ゼロ審議会
等の解消

市の政策・方針決定にかかわる審議
会等において、女性委員ゼロの審議
会等の解消を目指す。

有

○ ○

加者だけではなく、発表
会の傍聴者にも女性の
市政への参画を啓発す
ることができた。

権
推
進
課

市の政策・方針決定過程における両性の
偏りのない審議会運営を目指すため、各
審議会等において積極的に男女の均衡を
図るように努めるとともに、全体の審議会
等の女性登用率が40％以上を達成でき
るよう取り組みを推進する。

有

有
の情報提供を行う。

○ △

Ｈ26.10.1現在、女性委
員のいない審議会等の
数１

審議会の委員改選に伴
い、女性委員を積極的
に登用するよう各課に
依頼・周知を行ったが、
結果として前年度より女
性委員のいない審議会
の数が増加してしまっ
た。

○

改善計画を求めることに
より、女性の参画につい
て再考する機会となり、
推進に効果があった。

41103 女性登用率40％以上
の達成

いをカタチにする講座」
講座　　Ｈ27.11.8・14・12.5（全３回）久喜中央公
民館
発表会　Ｈ28.2.6　埼玉県男女共同参画センター
　　　　　　　　　ｗｉｔｈ　ｙｏｕさいたま

◎ ◎◎ ◎

人
権
推
進
課

人
権
推
進
課

○

審議会の委員における女性の登用率
H27.4.1調査…32.8％　10.1調査…33.5％
女性登用率４０％を目標としつつ、自治基本条例及
び女性登用推進に関する要綱に基づき、３０％を下
回る審議会等に対し改善のための計画書の提出を求
めた。

○

女性登用率が３０％に満たない場合は、今後の対応
策について計画書を求め、積極的に検討した。
H27.10.1現在、女性委員の.いない審議会等の数2

△
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△

H26.10.1現在、8審議会
等が30％未達成

審議会の委員改選に伴
い、女性委員を積極的
に登用するよう各課に
依頼・周知を行ったが、
結果として前年度より
30％未達成の審議会の
数が増加してしまった。
女性委員割合30％以上
の意識付けは浸透して
おり、要綱は遵守されて
いる。

人
権
推
進
課

○ ○ ◎

調査結果の公表は、女
性登用についての意識
啓発に効果があった。

人
権
推
進
課

41106 女性委員登用状況調
査の実施

女性委員登用状況調査を、年2回実
施して、その結果を広報くき等により公
表する。

有（22107再掲）

41105 女性の登用推進に関
する要綱の遵守

「久喜市審議会等の委員の女性の登
用推進に関する要綱」の周知徹底を
図るとともに、委員選任時における男
女共同参画人材リストの活用や、団体
等への委員選任依頼時における女性
委員推薦協力依頼の実施などの委員
選任条項を遵守する。

有 ○

○ ○ ○

審議会やその他講習会
等で活用実績はあるも
のの、活用しやすいリス
トとなるよう検討し、活用
の促進を図る。 人

権
推

41107 男女共同参画人材リ
ストの活用

男女共同参画人材リストの活用を図る
ため、庁内各所属所に活用を促すとと
もに、市内公共施設に公開用人材リ
ストを設置し、広く市民に周知を図る。
また、各所属所において審議会等委
員選任時や市主催の講演会・講座等

有

要綱により女性委員の割合が委員総数の３０％に満
たないときは、女性委員登用に関する計画書提出を
義務付けた。
H27.10.1現在、１２審議会等が３０％未達成で、す
べて改善計画策定済

H27.4.1調査…32.8％　10.1.調査…33.8％
調査結果は市のホームページにて公開
※規則・要綱により設置された機関は除く

・男女共同参画人材リストの活用に全庁的に取組ん
でいる。
　①市審議会等への女性委員登用促進資料
　②市主催講演会、講座等の講師資料
　③団体、個人への技能などの提供資料
・リストの更新、整備と活用促進(公共施設等箇所に
リスト

△

◎

○

○

人
権
推
進
課

○

男女の構成比率が達成
されていることから、達
成度を「○」と判断した。

自
治
振
興
課

有

41108 一附属機関における
男女の構成比率の遵
守

「久喜市市民参加条例」に規定されて
いる、附属機関の委員の選任におけ
る男女の構成比率（男女いずれの委
員数も委員総数の30％以上）を遵守
する。

有

○ ○ ○

◎

計画書の提出は。女性
委員登用についての意
識啓発に効果があっ
た。

推
進
課

員選任時や市主催の講演会 講座等
の講師選定時に積極的な活用を推進
する。

有

○ ○

○

リスト
　設置)
・H28.3月末現在の登録者数　４３人
　新規登録者１人

　各所属所との附属機関委員の選任協議に際し、市
民参加条例に規定されている男女の構成比率を遵守
するよう求めた。
　また、職員全体研修においても、男女の構成比率
の規定について周知を図った。
　平成28年3月31日現在の附属機関委員総数に対する
女性委員比率：35.2％

審議会等の委員の男女の割合はともに３０％以上で
あることを周知。女性委員の割合が３０％未満と
なった機関には改善に向けて計画書を求めた。

○

○

○

【目標】登録者数47人【現状】H26登録
【成果】 ４３人 【評価】 △
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

各課

41203 職員研修の充実 男女がともにあらゆる分野で対等に共
同して参画できるよう、男女共同参画
の視点に立 た職員研修の実施をは

施策の方向性　　②行政における女性職員の職域拡大と管理職への登用

　政策形成能力向上研
修への女性職員の参加
割合は昨年度と比較し

◎

　女性職員の管理職へ
の積極的な登用に努
め、課長補佐級以上の
管理職に占める女性職
員の割合が2.9ポイント
上昇した。

人
事
課

○ ○

　達成度を判断すること
は難しいが、職員の人
材育成に関することとし
て、引き続き当該事業
の推進に努めていく。

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

41201 女性職員の職域拡大
及び職務分担の見直
し

行政職員の職域拡大の観点から、従
来の慣行的職員配置を見直し、人事
異動や課内部での職務分担の変更に
努める。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

人
事
課

41202 女性職員の管理職へ
の登用推進

女性の幹部職員としての育成を図りな
がら、管理職への積極的な登用に努
める。

有

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
　性別にとらわれない人事異動を実施し、女性職員
の職務の拡大に努めている。また、人事ヒアリング
時等において、各所属長に対して、女性職員の職務
分担の見直しを依頼するなど、女性職員の職務経験
の拡充に努めている。

　平成28年4月1日付け人事異動では、柔軟な発想や
新たな視点が生まれやすい職場環境を構築するた
め、管理職への女性登用や専門職の人材確保を図っ
た。
【平成28年4月1日付け人事異動：女性職員の管理職
への昇任】部長級0人（6人中）、副部長級2人（15人
中）、課長級5人（27人中）、課長補佐級7人（22人
中）

　職員研修への受講希望の調査を行い、性別にとら
われることなく、各種職員研修への参加・派遣を
行った また 女性職員のキャリアプラン形成を図

○

○

【目標】管理職（課長補佐級以上）に占

める女性職員の割合20%以上（H32年4月

1日まで）【現状】H27.4.1現在の管理職

に占める女性職員の割合15.5%

【成果】 H28.4.1現在18.2% 【評価】◎

41205 昇任試験の実施 男女の昇進機会の均等を図るため、
昇任試験を実施する。

有

の視点に立った職員研修の実施をは
じめ、女性職員の能力が発揮できるよ
う、女性職員の政策立案研修などへ
の参加を推進するなど、職員研修の
充実に努める。 有

人
事
課

企
画
政
策
課

41204 各種プロジェクトへの
庁内公募制の拡充

各種プロジェクトへの男女の参画機会
の均等を図るため、庁内公募制を拡
充する。

無

○ ○

割合は昨年度と比較し
て変化が無かったが、
市独自研修として女性
職員のキャリアアップ研
修を実施し、13人の女
性職員が参加した。ま
た、女性幹部候補生を
対象とする自治大学校
特別課程へ女性職員1
名を派遣した。

人
事
課

○ △

　達成度を判断すること
は難しいが、女性の受
験者数が伸び悩んでお
り、当該事業の推進に
努める必要がある。

行った。また、女性職員のキャリアプラン形成を図
るため、女性職員キャリアアップ研修を実施した
他、新たに自治大学校特別課程に女性職員を派遣し
た。

　係長職への昇任試験を実施し、昇任機会の公平性
と客観性を確保した。
受験者の男女別内訳：男26人、女4人

○

○

【目標】政策形成能力向上研修への女性

職員の参加割合30%以上【現状】H27年

度政策形成能力向上研修への女性職員の

参加割合25% 【成果】H27年度25% 【評価】△
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課題２　職場における男女共同参画の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

所
管
課

施策の方向性　　①男女がともに能力を発揮できる職場環境づくり

人
権
推
進
課

人
事
課

事業番号 事業名 事業内容 実
施

41206 働く女性のためのス
テップアップ支援

管理職となることに不安を持ち昇任試
験へのチャレンジに躊躇している女性
職員及び結婚や出産などにより仕事
を継続することについて不安をもつ女
性職員を対象に、仕事上のモチベー
ションアップや様々な不安を解消する
ための講座の情報提供等を図る。

有

無

○

　達成度を判断すること
は難しいが、男女の研
修機会の均等を図り、
当該事業の推進に努め
る。

目標【施策の方向性】達成度

その理由

○

有

(22104再掲)

42102 労働に関する法制度
等の普及・啓発

事業所に対して、改正男女雇用機会均等
法など、労働に関するさまざまな法制度を
啓発するとともに、男女就業者がともに仕
事と家庭の両立が図れるよう、労働時間
の短縮やﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制の導入などについ

人
権
推
進
課

○ ○

42101 職場の男女共同参画
推進状況調査の実施

職場における男女共同参画の推進状
況を把握するため、久喜市男女共同
参画を推進する条例に基づき、市内
事業所を対象に男女共同参画の推
進状況調査を実施する。

無

○ ○

各種法制度の周知によ
り、男女が能力を発揮で
きる職場環境づくりが図
れた。

商
工
観

法制度等
の周知の
ため。

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

国、県等の関係機関から送付される各種法制度等の
パンフレットを掲示し、労働に関する様々な法制度
についての啓発及び必要に応じて、広報紙への掲載
を実施。
また 春日部ハローワークと連携し パートタイム

　職員の資質向上を図るための職員研修の実施及び
派遣研修の実施に関する情報提供を図り、多くの女
性職員に参加の機会を確保した。研修参加者延べ人
数：男1,443人、女591人）

○

42104

有の短縮やﾌﾚｯｸｽﾀｲﾑ制の導入などについ
て、普及啓発を図る。また、ﾊﾟｰﾄﾀｲﾑ労働
者の雇用改善に関する情報を提供するな
ど、労働者の労働条件の向上に努める。

○ ○ ○ ○ 観
光
課

男女共同参画研修の
情報提供

事業所に対し、市及び関係機関で
開催される男女共同参画研修など
の情報提供を行う。

有

○

各種法制度の周知によ
り、男女が能力を発揮で
きる職場環境づくりが図
れた。

商
工
観
光
課

42103 女性が働きやすい就
労環境の整備の啓発

職場におけるセクシュアル・ハラスメン
ト防止や女性の母性健康管理対策の
推進など、法律や指針の周知を図り、
女性が働きやすい就労環境の整備の
啓発に努める。

有 ○ ○

◎ ◎

○

○ ○

事業所等に対して情報
提供をすることで、男女
が働きやすい就業環境
づくり並びに法制度の普
及啓発が図れた。

人
権
推
進
課

法制度等
の周知の
ため。

また、春日部ハロ ワ クと連携し、パ トタイム
に関する就職情報紙（毎週更新）を本庁舎１階ロ
ビー,、各総合支所環境経済課カウンターで配架。

国、県等の関係機関から送付される各種法制度等の
パンフレットを掲示。多様な働き方認定企業を紹介
する為、市ホームページに県ウーマノミクス課作成
の紹介ページをリンクした。

事業者セミナー
「職場における男女共同参画」～女性活躍推進法に
基づく取り組みについて～
商工観光課と共に市内工業団地の事業者、商工会等
の事業主を対象に企業に求められる責務及び女性活
躍推進に向けた取組みについての情報提供を行っ
た。
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関係課

Ａ Ｂ Ｃ 評価

各種法制度の周知によ 商

施策の方向性　　②女性がチャレンジできる職場環境づくりへの支援

事業番号 事業名 事業内容 実
施

目標【施策の方向性】達成度

◎

職場におけるマタニティ
ハラスメントについて資
料を配布し、説明を行
い、啓発を図った。

人
権
推
進
課

42106 事業所における仕事と
子育ての両立支援の
取り組み促進

あらゆる機会を捉えて、企業にお
ける子育て支援の取り組みを図る
よう働きかける。 有

◎

女性活躍推進法に基づ
く一般事業主行動計画
の策定について、市内
事業所の担当者向けに
講演を行い、法制度の
普及啓発が図れた。
質疑応答では、事業者
から講師への質問が数
多く出され、セミナー終
了後も質問者の列がで
きるなど、啓発活動を十
分に行うことができた。

人
権
推
進
課

42105 事業者セミナーの開
催

事業所との協働による男女共同参画
を推進する環境づくりを進めるため、
市内事業所を対象に職場における男
女共同参画や仕事と家庭の両立支援
などをテーマとするセミナーを開催し、
事業者向けの啓発活動を推進する。

有 ◎

◎

◎

◎

対応策

男女共同参画への配慮 所
管
課その理由

42201 女性が働きやすい就 職場におけるセクシュアル・ハラスメン

実施状況の概要

国、県等の関係機関から送付される各種法制度等の 法制度等

事業者セミナー
「職場における男女共同参画」～女性活躍推進法に
基づく取り組みについて～
講師:埼玉労働局雇用均等室　横山　久美子氏
H28.2.23(火)久喜菖蒲工業団地管理センターホール
参加者:２２人(男１８・女４)　商工観光課との共催
で実施

女性が働きやすい職場環境、女性活躍推進法に関す
る行動計画策定等について、埼玉労働局雇用均等室
から講師を派遣し事業者セミナーを行った。

◎

◎

○

○

各種法制度 周知
り、男女が能力を発揮で
きる職場環境づくりが図
れた。

商
工
観
光
課

(42103再掲)

42201 女性が働きやすい就
労環境の整備の啓発

職場におけるセクシュアル ラスメン
ト防止や女性の母性健康管理対策の
推進など、法律や指針の周知を図り、
女性が働きやすい就労環境の整備の
啓発に努める。

有 ○

○ ○ ◎

セミナーの開催を通し、
女性の再チャレンジ機
会への啓発が図れた。

商
工
観
光
課

42203 能力開発講座（労働
講座）に関する情報の
提供

県など関係機関と連携して、女性の職
業技術取得や女性の能力開発につな
がる講座（労働講座）に関する情報提
供を行う。

有

○ ○ ○

情報配信に一定の効果
があると考えるが、より
効果的情報提供、機会
の提供を検討する必要
がある。

人
権
推
進
課

42202 再就職支援講座の開
催及び情報の提供

女性の職域拡大や現在離職中であっ
て再就職を希望する女性の再就職等
を支援するため、再就職支援講座の
開催や他機関の開催について、情報
提供する。

有

○ ○ ○

内職相談にて就職情報
を提供し、女性がチャレ
ンジできる環境づくりが
図れた。

商
工
観
光
課

42204 就労に関する情報の
提供

内職相談において、家内就労に関
する情報を提供する。

有

WithYouさいたま等で開催される講座等について、市
のホームページによる周知や市内公共施設にチラシ
を配架するなどして周知を図った。

○

身近なと
ころで情
報収集、
参加でき
る企画が
必要

国、県等 関係機関 送付 各種法制度等
パンフレットを掲示。

○

法制度等
の周知の
ため。

「再就職を希望する女性セミナー」の開催
開催日：平成27年10月6日（火）
場所：久喜市中央公民館
内容：求人状況を知って働き方を考えよう
講師：県女性キャリアセンター講師

○

内職相談を毎週火・金曜日に開催し、家内就労に関
する情報提供を実施。

○
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○

○

人権相談・女性相談および、女性の悩み（カウンセ
リング）相談において労働に関する相談に応じる。
広報くき、ＨＰ等あらゆる機会を利用し周知を図っ
た。女性相談中の労働に関する相談４件

広報紙にて各種相談機関で実施している情報を周知
するとともに、チラシ・ポスター等を商業施設等に
掲示。

WithYouさいたま等で開催される講座等について、市
のホームページによる周知や市内公共施設にチラシ
を配架するなどして周知を図った。

起業を目指す女性を支援するため､
資金や経営､技術などに関する関係
機関の支援事業及び支援実施機関
の情報提供を行う。

有

○ ○

有 ○

○

○

情報配信に一定の効果
はあると考えるが、より
広範囲な情報提供が必
要。

人
権
推
進
課

各種相談機関での事業
周知により、女性がチャ
レンジできる環境づくり
が図れた。

商
工
観
光
課

埼玉県が主体となって
実施する事業に対し、市
は側面から支援するも
のである

農
業
振
興

○

○

○ ○ ○

働くやすい環境を築く上
で相談業務は重要であ
り、さらに周知を図り男
女ともにより良い就労環
境づくりを支援する。

人
権
推
進
課

42205 就労相談事業の充実 労働に関する相談機関等の周知に努
める。

有

有

42206 女性の起業支援の充
実

女性の起業支援のための講座の案
内や、ﾃﾚﾜｰｸなどの新しい就労形
態に関するさまざまな情報を提供
する。

有

○ ○ ○

○ ○ ○

融資等の
支援制度
の周知の
ため。

○

埼玉県が実施する家族経営協定の、新たな締結候補
者の選定を支援した。（契約にまでは至らなかっ
た。）

商
工
観
光
課

42207 農業・商工自営業等
に従事する女性への
支援

農業・商工自営業などに従事する
女性の労働負担を軽減し、働きや
すい就業環境をつくるため、家族
協力が得やすくなるよう啓発活動

○

創業支援事業と融資制
度の周知により、女性
が起業できる環境づくり
が図れた。

県等の関係機関から送付される融資制度等のパンフ
レットを掲示するとともに、創業支援事業を実施
し、創業を目指す方をバックアップする。

○

農業に従事する女性団体（研修や講演会等を通じて
農産物加工技術を取得し、起業を目指す団体）に対
し助成した。

無
(22105再掲)

のである。 興
課

無

協力が得やすくなるよう啓発活動
を推進する。

○ ○

農業技術の取得等を目
的とした研修や、地元農
産物使用した講習会を
通じて、農業に従事する
女性の向上に寄与でき
た。

農
業
振
興
課

農業経営に関する知識や技能を修
得するための研修などを行うとと
もに、家族経営協定の普及を図
る。 有

商
工
観
光
課

人
権
推
進
課

42208 自営業者対象の意識
調査の実施

自営業主及び家族従業者の男女共
同参画意識を把握するため、自営業
者等対象の男女共同参画意識調査
を実施する。

○
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課題３　地域・社会活動における男女共同参画の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①男女がともに担う地域社会づくりの推進

○

○

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
事業番号 事業名 事業内容 実

施

○

学校教育に支障となら
ない範囲で小・中学校
の学校体育施設（校庭、
体育館）を開放すること
により、男女が地域活
動に積極的に参加でき
る場の提供を行った。

生
涯
学
習
課

有

○ ○ ○

センターに登録している
４分野の団体の活動を
支援する場を提供する
ことができた。

社
会
福
祉
課

43101 地域活動の拠点とな
る施設の環境整備

男女が地域活動に積極的に参加できる
よう、地域での交流活動の拠点となる
施設の環境整備を行う。また、学校教
育に支障のない範囲で小･中学校の運
動場(校庭)及び屋内運動場(体育館)を
開放し、地域活動の場の提供を行う。
(学校体育施設開放事業)

有

○ ○

ふれあいセンター久喜に利用団体として登録してい
る福祉・ボランティア・女性・青少年の各団体に対
し、その団体の活動拠点として、団体活動支援事業
室を開放する。
学校体育施設開放事業
　市内小中学校の運動場及び体育館を開放し、
  地域活動や団体活動の場を提供。
　屋外運動場利用団体数：　70団体
　屋内運動場利用団体数： 182団体

女(ひと)と男(ひと)いきい43103 活動団体の支援とPR 団体活動のPRを行うため、団体活

○ ○

市民活動を行う団体相
互の情報交流とともに、
活動の啓発及び財政支
援を実施したことから、
達成度を「○」と判断し
た。

自
治
振
興
課

43102 市民活動の推進 市民活動を行う団体に対して財政
支援や情報提供などを行うこと
で、市民活動の推進を図る。

有

市民活動情報コーナー及び市ホームページで、市民
活動を行う団体の情報提供を実施
市民活動団体が行う、社会貢献型事業に対して、市
民活動推進補助金を交付
交付団体数:7団体　541,000円

・第１２回男(ひと)と女(ひと)のつどい

○市民活動登録団体数

【目標】110団体【現状】107団体
市民活動登録団体数 【成果】119団体 【評価】○

◎ ◎ ◎

女(ひ ) 男(ひ ) き
きネットワーク久喜加入
団体をはじめとする市民
団体との協働により各
事業を実施した。

人
権
推
進
課

43103 活動団体の支援とPR
の強化

団体活動のPRを行うため、団体活
動の発表会を開催するなど、活動
団体の支援を行う。

有

（21205再掲）

第 回男( ) 女( )
H27.6.27(土)実施
　女(ひと)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜構
成団体等のステージ発表、活動展示、ワークショッ
プ等を開催し、事業参加者に団体活動の情報を提供
・WithYouさいたま体験学習バスツアー
H28.2.6(土)実施
WithYouさいたま開催のフェスティバルの「成果発表
会」　講座「地域全体がハッピーになる!女性からの
政策提言」に参加している市内団体の活動支援ツ
アー参加者への情報提供
・市ホームページに会報、団体活動紹介記事を掲載
中
・共生セミナー委託事業の実施により、男女共同参
画を推進する３団体に委託料としての支援と事業広
報の支援を行った

◎
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43105 各種事業・会合等へ
の参加しやすい開催
日時等の配慮

各種事業や会合などに開催日時の
配慮を行い、男性も地域活動に参
加しやすい環境整備を行う。

◎ ◎

○

◎

女(ひと)と男(ひと)いきい
きネットワーク久喜との
協働により充実した運
営ができた。

人
権
推
進
課

43104 女(ひと)と男(ひと)いき
いきネットワーク久喜
の活動支援

男女共同参画の推進に関する市民
等の主体的な活動における団体間
交流及び連携の強化並びにネット
ワーク化を支援するため、女(ひ
と)と男(ひと)いきいきネットワー
ク久喜の男女共同参画を推進する
活動に対する支援を行う。 有

(21206再掲)

・共催事業の実施
　男(ひと)と女(ひと)のつどい　H27.6.27(土)実施
・女(ひと)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜学
習会支援
H27.11.28(土)実施「ストレス社会を自分らしく生き
る」
講師:心理カウンセラー　檜垣　貴津子氏
・市ホームページに活動を紹介した記事を掲載
・市主催事業としてWithYouさいたまフェスティバル
参加を主題とした日帰りバスツアーを企画し、女(ひ
と)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜の企画展示
を見学及び成果発表会」講座「地域全体がハッピー
になる!女性からの政策提言」に参加

◎

○

生活習慣病予防のため
に必要な知識の普及等
により、健康の保持増
進を図ることができた。

中
央
保
健

ｾ
ﾝ
ﾀ

ｰ

各
課

43106 健康づくり、スポーツ・
レクリエーション事業の
充実

男女が地域の中で自立して健康な
生活を送れるよう、健康づくり事
業やスポーツ・レクリエーション
事業の充実を図る。

有

･生活習慣病予防等に関する健康講座を実施
　235 回　延べ参加者数6,877人
･生活習慣病予防等に関する健康相談を実施
　1055回　延べ相談件数 4,653人

①市民体力測定会の開催
　6/6　参加者：32人
②ハイキングの実施
　6/6、11/8　参加者：30人 ○ ○

各種事業の実施によ
り、男女が健康な生活
が送れるよう、健康づく
り、スポーツ・レクリエー
ション事業の充実を図る

生
涯
学
習

有 ○ ○

◎ ◎ ○

生きがいを高め、豊かで
潤いのある生活を実現
するため、高齢者の社
会活動の中心的な役割
を担うことができた。

社
会
福
祉
課

43107 高齢者の地域活動へ
の参画支援

老人クラブ活動への助成や育成な
ど、高齢者の地域活動への参画支
援を行う。

有

ション事業の充実を図る
ことができた。

習
課

彩愛クラブ（老人クラブ）の活動に補助金を交付し
（補助金交付団体数73クラブ）、各クラブごとに、
スポーツ活動や生きがいづくりの活動、社会奉仕活
動等を行った。 ◎

社
会
福
祉
課

地域の住民組織の中で男女が偏り
なく共同して参画できるよう働き
かけを行う

無

○ ○ ◎

それぞれに活躍の場を
持つ女性に対し直接的
な意識啓発ができた。

人
権
推
進
課

43108 地域の住民組織リー
ダーへの女性の参画
促進

女性が地域の住民組織ﾘｰﾀﾞｰとして
活躍できるよう、男女共同参画に
かかわる啓発活動を広く積極的に
行うとともに、地域の住民組織の
中で男女が偏りなく共同して参画
できるような機運の醸成を図る。

有

・市民大学、高齢者大学において男女がともに担う
地域社会づくりをテーマに講座を担当した
市民大学:H27.8.28(金)　　１６人
高齢者大学:H28.1.13(水)　６４人 ◎

彩愛クラブ（旧老人クラブ）会員数

【目標】3,225名 【現状】3,194名

【成果】 3,194人 【評価】 △
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

Ａ Ｂ Ｃ 評価

43202 働く女性及び再就職
希望者への支援事業

施策の方向性　　②新たな取り組みを必要とする男女共同参画の推

施策の方向性　　③防災における男女共同参画の推進

働いている女性の悩みや、働きた
いまたはチャレンジしたいと希望
する女性のための講座や相談機会
の情報を提供し、支援を行う。

人権相談・女性相談、女性の悩み相談で労働に関す
る相談に応じる。女性相談中の労働に関する相談:４
件
県主催の就労支援講座について、公共施設にチラシ
を配架するなどして周知を図った。

△ △ △

○

地域性や個性を尊重し
つつ、ゆるやかな繋がり
で女(ひと)と男(ひと)いき
いきネッワーク久喜の活
動(男女共同参画の視
点)を市内に浸透させ
る。

人
権
推
進
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

43201 女(ひと)と男(ひと)いき
いきネットワーク久喜
の活動と交流の支援

合併後の地域間の交流を図る手段
として、男女共同参画を推進する
団体及び個人が加入している女(ひ
と)と男(ひと)いきいきネットワー
クの活動と交流の支援を行う。 有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
・女(ひと)と男(ひと)いきいきネットワーク久喜の
事業を市との協働で実施、また会員募集の支援を
行った
・バスツアーは各総合支所経由で運行し、市内全地
区から参加できるよう努めWithYouさいたまフェス
ティバルでの女(ひと)と男(ひと)いきいきネット
ワーク久喜の活動展示を見学してもらい交流支援を
行った

○ ○ ○

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

43301 防災等に配慮したまち 自然災害などから市民の生命や財

事業番号 事業名 事業内容 実
施

△

市独自での講座開催や
情報提供ができなかっ
た。

人
権
推
進
課

有

施設の整備・管理、避難場所の整備、広報啓発活 達成度を判断すること避難所参

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

◎ ○

づくりの推進 産を守り、安全な生活環境を整備
するため、防災等に配慮したまち
づくりを推進する。

有

動、災害時の職員配備を図った。

○

関
係
課

○

は難しいが、引き続き当
事業の推進に努めてい
く。

消
防
防
災
課

避難所運営訓練で性別による役割について説明し
た。

○

集職員に
出来る限
り男女が
含まれる
ようにし
た

避難所運
営訓練で
性別によ
る役割に
ついて説
明した

◎ ○ ○

達成度を判断すること
は難しいが、引き続き当
事業の推進に努めてい
く。

消
防
防
災
課

43302 防災訓練の実施 災害発生時の被害を最小限にとどめる
ため、市、防災関係機関、市民及び事
業所等が災害に対応できる体制を目指
し、各種訓練を実施する上で、性別に
よる役割分担意識を見直し、防災に関
する意識の高揚と知識の向上を図る機
会を提供する。

有
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　④地域リーダーへの女性のチャレンジ支援

○ ○

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

有

設立や防災資機材の購入等に補助金を交付し、また
リーダー養成講座の受講促進を図るなど、自主防災
組織の育成を支援した。

○

リーダー
養成の充
実

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

43401 地域の住民組織リー
ダーへの女性の参画
促進

女性が地域の住民組織リーダーと
して活躍できるよう、男女共同参
画にかかわる啓発活動を広く積極
的に行うとともに、地域の住民組
織の中で男女が偏りなく共同して
参画できるような機運の醸成を図
る。

有

消
防
防
災
課

事業番号 事業名 事業内容 実
施

◎ ○ ○

達成度を判断すること
は難しいが、引き続き当
事業の推進に努めてい
く。

○ ◎ ◎

講座を通じて、女性が
リーダーとして参画する
意識の向上を図ること
ができた。

生
涯
学
習
課

43303 自主防災組織の育成
支援

地域の自主防災活動を促進し、地域防
災力の向上を図るため、自主防災組織
の結成および育成・強化を積極的に推
進し、女性の参画促進や女性リーダー
の育成にも努める。

有

○

地域で活躍する女性に
対し直接的な意識啓発
ができた。

人
権
推
進
課

○

埼玉県が主体となって
実施する事業に対し、市
は側面から支援するも

農
業
振有

・市民大学、高齢者大学講座において男女がともに
担う地域社会づくりについて周知
市民大学:H27.8.28(金)１６人
高齢者大学H28.1.13(水)６４人

市民大学「男女共同参画による社会づくり」の講座
を実施。

地域活動におけるリーダーの養成のための、新たな
「さいたま女性アドバイザー（埼玉県）」は推薦候
補者が選定できなかった ○ ○

○

◎

○

対応策

【目標】組織率69％

【現状】68.1%（Ｈ27．3．31現在） 【成果】 組織率71% （H28.3.31現在） 【評価】 ○

課題４　家庭における男女共同参画の推進

Ａ Ｂ Ｃ 評価

・久喜市と女性団体「女(ひと)と男(ひと)いきいき
ネットワーク久喜」との共催でつどいを行い、市、
市民及び事業者(団体を含む)との協働による男女共
同参画の推進を図ることができた。
・「男女共同参画推進月間」６月１４日(日)及び
「女性に対する暴力をなくそう週間」１１月１５日
(日)に女性相談を開催とした。

◎

施策の方向性　　①家庭生活における男女共同参画を推進する啓発活動の充実

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

事業番号 事業名 事業内容 実
施

○ は側面から支援するも
のであるが、選定には
至らなかった。

振
興
課

有 補者が選定できなかった。 ○ ○ ○

(21102再掲）

○ ○ ◎

家庭内の男女共同参画
について考える機会を
提供できた。
日曜開催の相談を実施
できた。

人
権
推
進
課

44101 男女共同参画週間な
どにおける啓発活動の
推進

男女共同参画週間（6/23～
6/29）や仕事と家庭を考える月間
（10月）などの機会を通して、男
女共同参画に関するさまざまな情
報提供を行う。

有

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
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国、県で開催される講座等について周知し学習機会
を提供。各種事業においてミニ講座を開催し、固定
的役割分担意識の解消について啓発を図った。

市のホームページにおいて、企業や市民に対して、
「仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バラン
ス）」の啓発に努めている。

子育てネットワークとの連携事業や久喜市立地域子
育て支援センター（久喜・栗橋・鷲宮）では、家族
で参加できるよう土・日曜日に行事を企画し、多く
の方に参加してもらえるようにした。

※子育てネットワークとの連携事業
『内容』久喜支セ：パパのためのおしゃべりサロン3
回37人参加
鷲宮支セ：「お父さんのヤキイモタイム」288人参加
※久喜市立地域子育て支援センター（久喜・栗橋・
鷲宮）土曜日イベント
久喜支セ（3回）：「親子コンサート」60人参加、
「スタンプ遊び」42人参加、「秋祭り」51人参加
栗支セ（3回）：「小麦粉粘土を作って遊ぼう」40人
参加 「劇団による人形劇」30人参加 「バイオリ

◎

○

44102 社会的性別（ジェン
ダー）の視点にたった
各種情報や学習機会
の提供

家庭教育学級などの学習機会を活
用して、固定的役割分担意識の解
消や社会的性別（ジェンダー）の
視点にたった意識の定着化につな
がるよう各種情報や学習機会を提
供する。

生
涯
学
習
課

無

○

効果については測定で
きない

◎

様々な機会を捉えて情
報提供できた。

人
権
推
進
課

有

○

子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

○ ○ ◎

父親の子育て参加の促
進や交流が図れた

44103 家族で参加できる行
事や講座等の開催

父親の家庭参画支援や、よりよい
家庭環境づくりを推進するため、
親子や家族単位で活動する機会が
増えるよう、親子や家族で参加で
きる教室などを開催する。

有

有 ○

参加、「劇団による人形劇」30人参加、「バイオリ
ンコンサート」95人参加
鷲宮支セ（3回）：「小麦粉粘土遊び＆ピアノサック
スミニコンサート」127人参加、「ハロウィンまつ
り」142人参加、「ミニお楽しみ劇場」41人参加

有 ○ ○

ママ・パパ教室のコースのうちの1回を土曜日に開催
し、パートナーとともに学習することができるよう
配慮した。 ○

○ ○ ○

スポーッを通して応援
等を含め親子や家族単
位で参加できる大会を
開催した。

生
涯
学
習
課

◎

ママ・パパ教室を土曜日
に開催することにより、
家族で参加しやすい教
室にすることができた。

中
央
保
健
ｾ

ﾝ
ﾀ

ｰ

父親の家庭参画支援や、よりよい家
庭環境づくりを推進するため、親子や
家族単位で活動する機会が増えるよ
う、親子や家族で参加できるスポーツ
行事や各種講座などを開催する。

有

・久喜市綱引き大会の開催
　　12/6　参加者　１，１２５人
・くき健康ウォーク開催（中止）

○
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　②男性の家事、育児、介護への参加支援

○

○

◎

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

事業番号 事業名 事業内容 実
施

運動会や保育参観等の
行事を実施することで、
父親の男女共同参画の
推進がはかられた。

保
育
課

母子健康手帳の交付に併せ、父子健
康手帳の配布、ママ・パパ教室での育
児学習を通じて、父親の育児参加を
促す。

有 ○

○ ○ ○

○ ○ ◎

父親の子育て参加の促
進や交流が図れた。

子
育
て
支
援
課

44201 父親の子育て参加の
促進

父親がイベントや行事、講座を通
して子どもとふれあうことで、子
育ての喜びや楽しみを見出す機会
の充実を図る。 有

(23102再掲）

有

児童センターにて「お父さんといっしょ」(年3回)実
施。手遊びや、ふれあい遊び、製作などを通して親
子で楽しむことができた。
久喜市立地域子育て支援センター（久喜・栗橋・鷲
宮）は、各施設年3回計9回、土曜日に子育て支援セ
ンターを開所し、父親と子どもが、一緒に遊べるイ
ベントや講座を実施。

父親が子育ての楽しみを見出せるよう運動会や保育
参観等の行事を実施し、子どもとふれあう機会の充
実を図った。

母子手帳の交付に併せ、初妊婦には父子健康手帳を
交付した。（425人）
ママ・パパ教室のコースのうち、１回を土曜日に開
催し、妊娠・出産・育児に関する学習の場を提供し
た。（父親参加者130人） ○ ◎

初めて父親になる方へ
父子手帳を交付するこ
とと、ママ・パパ教室の
開催により、妊娠・出
産・育児に関する情報
提供と、父親の育児参
加の促進に役立てるこ
とができた。

中
央
保
健
ｾ
ﾝ
ﾀ

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

【目標】参加率50％以上【方法】今年度

から参加世帯数及び父親の参加者数を集

計し、参加率を求める。（保育課）

【成果】69.9% 運動会・お楽しみ会の参加率 【評価】 ○

○ ○

認知症サポーター養成講座の開催及び家族介護講演
会を実施し、認知症予防、認知症介護者支援を実
施。
・認知症サポーター養成講座
・家族介護講演会　題目「認知症とともに、よりよ
く生きる」
参加者71人（ｱﾝｹｰﾄ回収62人）男:女:1:3

○ ○

男女問わず、介護や認
知症に関する知識の普
及が図れた。

介
護
福
祉
課

44202 介護研修等への男性
参加促進

認知症予防・介護教室など介護研
修の開催にあたっては、男性の参
加を促進するよう配慮する。

有

(23104再掲）

とができた。 ｰ

関
係
課

人
権
推
進
課

44203 育児・介護休業法等
の制度の周知

育児または介護のための両立支援
制度などの情報提供を行う。 無
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平成27年度実施推進状況および男女共同参画への配慮に関する調査 Ａ ◎
Ｂ ○

課題１　家庭生活とその他の社会生活活動の両立支援

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①子育てと介護への支援

基本目標Ⅴ　あらゆる世代の男女が安心していきいきと生活できる環境づくり
Ｃ

性別による固定的な役割分担意識の解消など男女
△

(23102再掲）

51102 保護者の参加しやす
い開催日時等の配慮

就労している保護者も学校行事等
に参加しやすくなるよう 保育・

事業番号

子
育
て
支
援
課

○

○

(32202再掲)

（44201再掲）

有

     51101 父親の子育て参
加の促進

父親がイベントや行事、講座を通して
子どもとふれあうことで、子育ての喜び
や楽しみを見出す機会の充実を図
る。 有

事業名 事業内容 実
施

○

男女共同参画への配慮 評価基準
事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた 十分にできた・十分な成果をあげた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した できた・ある程度の成果をあげた

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

久喜市男女共同参画行動計画（第１次）　女(ひと)と男(ひと)ともに輝く共生プラン

どちらかというとできなかった・事業の

共同参画意識の啓発につながった 対象や手法の見直しが必要である

児童センターにて「お父さんといっしょ」(年3回)実
施。手遊びや、ふれあい遊び、製作などを通して親
子で楽しむことができた。
久喜市立地域子育て支援センター（久喜・栗橋・鷲
宮）は、各施設年3回計9回、土曜日に子育て支援セ
ンターを開所し、父親と子どもが、一緒に遊べるイ
ベントや講座を実施。

父親が子育ての楽しみを見出せるよう運動会や保育
参観等の行事を実施し、子どもとふれあう機会の充
実を図った。

運動会や保育参観等の
行事を実施することで、
父親の男女共同参画の
推進がはかられた。

保
育
課

保

○ ○ ◎

父親の子育て参加の促
進や交流が図れた。

○ ○

極力開催日は土日にす
るように努めているが

就労している保護者が参加しやすくなるよう、運動
会等の行事を土日に開催するなど 開催日時や開催

【目標】参加率50％以上【方法】今年度

から参加世帯数及び父親の参加者数を集

計し、参加率を求める。（保育課）

【成果】69.9% 運動会・お楽しみ会の参加率 【評価】

○ ○
い開催日時等の配慮

有

に参加しやすくなるよう、保育・
授業参観、保護者会等の行事を土
日に開催するなど、開催日時や開
催時間などを配慮する。

保
育
課

◎

土曜日に授業参観を行
うことで、仕事を持って
いる保護者が学校に行
きやすい状況が設定で
きた。

○

指
導
課

毎年、見直し・改善を行
ない、就労している保護
者や父親への支援が図
れてきた。

学
務
課

◎ ◎

○ ◎ ◎◎

◎

有

有

○ ○ ◎

保護者が安心して働け
るよう市内の放課後児
童クラブの２箇所の建替
えを行った。

○
るように努めているが、
施設の運営上土日に立
案しにくい状況にある。

会等の行事を土日に開催するなど、開催日時や開催
時間などを配慮した。

土曜日曜参観「親子で遊ぼう」を実施し、就労して
いる保護者や父親が参加しやすいように配慮してい
る。

11月の「彩の国教育週間」を中心に、各学校で土曜
日の授業参観を行った。

保
育
課

51103 放課後児童健全育成
事業の充実

小学校低学年の児童をもつ保護者
が安心して働けるよう、放課後児
童健全育成事業の充実を図る。 有 ○

市内小学校２１校に２５ヶ所の放課後児童クラブを
設置。平成２７年度には、くりっを子放課後児童ク
ラブの建替えと栗橋西小学校のミーティングルーム
を改修し整備を行った。
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◎ ◎

人
権
推
進
課

51104 育児休業・介護休業
制度など労働に関す
る制度等の普及並び
に活用促進

家庭と仕事の両立を支援するため、さ
まざまな労働に関する制度等の普及
に努め、男女ともに積極的に活用する
よう制度の活用促進を図る。

無

有

法制度の周知及びセミ
ナーの開催を通し、仕事
と家庭の両立への啓発
が図れた。

商
工
観
光
課

○ ◎

助言や指導を行うことに
より、保護者の育児不
安の解消、心理的な負
担の軽減、多様な児童
問題の解決が図れた。

子
育
て
支
援
課

51105

有

○

育児相談を実施することに
より育児不安や育児の孤
立化を防ぐなど子育て相談
事業の推進が図れた。

保
育
課

子育て相談事業 子どもが心身ともに健やかに育ま
れるよう、家庭児童相談、3歳児
特別相談、保育所における育児相
談などの子育て相談事業を充実す
る。また、乳幼児健康診査、乳幼
児相談･教室、乳幼児発育･発達相
談、母子訪問指導などの母子保健
事業を充実し、育児不安や育児の
孤立化を防ぐ。

有

乳幼児健診の受診率
は、高率を保っている。
各種相談 教室 訪問

○ ○

保育園における子育てに関する育児相談を実施する
ことにより、子育て相談事業の推進を図った。H27
公立保育園育児相談件数 40件

①乳幼児健康診査を実施した。
４か月児　　941人（受診率96.2％）
１０か月児 962人（受診率96 8％）

◎

国、県等の関係機関から送付される各種法制度等の
パンフレットを掲示するとともに、「再就職を希望
する女性セミナー」を開催
開催日：平成27年10月6日（火）
場所：久喜市中央公民館
内容：求人状況を知って働き方を考えよう
講師：県女性キャリアセンター講師

家庭児童相談室（3歳児特別相談を含む）、久喜・栗
橋・鷲宮の各地域子育て支援センター、つどいの広
場、児童センター、鷲宮児童館で子育て相談事業を
実施。

○

○

◎

○

◎

各種相談、教室、訪問
指導の実施により、育
児支援を行うことができ
た。

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

１０か月児 962人（受診率96.8％）
１歳６か月児　1,038人（受診率95.7％）
３歳児　　　　1,028人（受診率95.3％）
②乳幼児相談・教室事業を実施した。
乳幼児健康相談　延1,516人
離乳食のすすめ方教室　延182人
むし歯予防教室　延182人
③乳幼児発育・発達相談事業を実施した。
１歳６か月児健診継続相談　延410人
ことばの相談　延べ410人
親子教室　延545人
乳幼児発育発達相談　延186人
④乳幼児および妊産婦を対象に母子訪問指導事業を
実施した。訪問件数　延2,400件

○有 ○
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◎

保護者同士の交流の場
を提供し、交流事業を
実施しているほか、子
育てに関する情報の提
供や相談を実施してい
る。

子
育
て
支
援
課

51106 子育てを支援する交
流の場の整備充実

子育て中の保護者の育児不安や育
児の孤立化を解消するため、地域
全体で子育てを支援する交流の場
を整備充実し、子育てに関する悩
みを話し合うなど、子育てについ
て学びあえる機会を提供する。

有

◎ ◎

親子、保護者同士の交
流が図られ、子育て支
援につながってきてい
る。 学

務
課

未就学園児に対して、5月～3月ま
で毎月1回10:30～11:45の時間、
中央幼稚園・栗橋幼稚園の園庭を
開放するにあたり､広報及びﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞで開催の紹介をする。また､
保護者が積極的に親子にかかわり､
子育て支援･子育て相談を進める。

有 ○

子育て家庭への子育て
支援を行い、乳幼児の
健全な育成に寄与する
ことができた。

子
育

51107 地域子育て支援セン
ター運営事業

子育て中の親子の交流事業、子育
て相談、地域の子育て関連情報の
提供、子育てサークル等への支援
等を実施することにより、地域の
子育て家庭に対する育児支援を行
う。

市内には、公設の子育て支援センターが3箇所、民設
の子育て支援センターが12箇所、公設のつどいの広場
が1箇所、合計16箇所の地域子育て支援拠点が設置さ
れている。

未就園児を対象とした園庭解放事業では、子育て中
の保護者同士の交流の場ともなり、悩みや情報を交
換したり、今までかかわりがなかった保護者と幼児
が交流できる場となった。また遊具を使ったり、保
育者が遊びを提案したりすることで、親子のかかわ
りももてる場になるように図った。

○久喜地域子育て支援センター
・毎月ぽかぽかだよりを発行（32箇所に配架）
・子育て相談件数3月末現在17件
・子育てに関する講演会、講習会（歯、絵本、食
事、病気、音楽に関すること）
・季節の行事や、製作を楽しむ
・保育園児との交流を楽しむ
○栗橋地域子育て支援センター
・毎月くぷる通信を発行（28箇所に配架）

○ ◎ ◎

内容を充
実させて
いく。

◎

○

育
て
支
援
課

有 ○
・子育て相談3月末現在14件
・子育てに関する講演会、教室（育児、料理、音
楽、に関すること）
・季節の行事や製作、誕生会を楽しむ
○鷲宮地域子育て支援センター
・毎月予定表を発行（28箇所に配架）
・子育て相談件数3月末現在90件
・子育てに関する講演会、講習会（絵本、食事、病
気、音楽に関すること）
・季節の行事や、製作を楽しむ
・学童児童との交流を楽しむ

◎○
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子
育
て
支
援
課

有

ヘルパーを派遣すること
により、家事等の負担を
軽減できた。

子
育
て
支
援
課

○

会議を開催することによ
り関係部署及び地域活
動団体間の交流及び相
互の連携が図れた。

子
育
て
支
援
課

51108

◎

医療費の一部を支給す
ることにより、保護者の
子育てに係る経済的負
担を軽減することができ
た。

51110 子ども医療費支給事
業

子どもが医療機関等で診療を受け
た場合に、保険診療に係る医療費
の一部を助成する。（入院・通
院：中学校卒業まで）また、市内
の医療機関及び調剤薬局における
窓口払いを一部廃止している。

有

子育て支援のネット
ワークづくり

きめ細かな子育て支援サービス・
保育サービスの効果的・効率的な
提供とサービスの質の向上を目指
し、行政の関係部署はもとより、
子育て支援を行う地域活動団体、
民間事業者なども含めた地域にお
ける子育て支援のネットワークづ
くりの促進・充実を図る。

有 ○ ○

○

51109 子育て支援ホームヘ
ルパー派遣事業

各
課

◎

◎◎

出産直後（退院日から3ヶ月以
内）の母親のいる家庭で、家族等
から家事援助が受けられない家庭
に対し、ホームヘルパーを派遣す
る。

51111 保育付き講座の開催 就学前の子どもをもつ保護者が、
安心して気軽に各種講座や催しも
のに参加できるよう、市で開催す
る講座は保育付きを原則とする

中学校卒業までの入院および通院について、保険診
療分の医療費の一部を支給している。

○

子育て支援事業などを実施する関係部署及び地域活
動団体が、お互いに連携するために子育てネット
ワーク会議を開催
平成27年度　2回開催

○

○

○

出産後のヘルパー派遣　7件　延べ67日

中
央
図
書
館

中央・菖蒲・栗橋・鷲宮地区の各保健センターで実
施している４か月児健康診査時に、絵本を通して親
子のふれあいを深め、絵本を聞く楽しさとブックス
タートの意義について保護者に説明後、ブックス
タートパック(絵本１冊、アドバイス集、ブックリス
ト等)を手渡している。併せて図書館で作成した「お
すすめ絵本リスト」を配布し、リストに掲載してい
る絵本の紹介と読み聞かせ、貸出しを実施し、親子
での図書館の利用促進に取り組んだ。 ◎

「絵本を通じて親子のふ
れあいを深める」という
ブックスタートの趣旨が
周知され、図書館への
親子の利用拡大が図ら
れた。
また、絵本の読み聞か
せやおはなし会を通し
て、子育て支援活動に
寄与できた。

る講座は保育付きを原則とする。

◎ ◎

51112 図書館自主事業（ブッ
クスタート事業）

親と子のふれあいや赤ちゃんと絵
本を開く時間の楽しさを広め、体
験するブックスタート事業を４か
月児健康診査時に実施する。

有 ◎

【目標】実施回数 【現状】実施回数

中央図書館12回 中央図書館12回

菖蒲図書館 6回 菖蒲図書館 6回

栗橋図書室11回 栗橋図書室11回

鷲宮図書館12回 鷲宮図書館12回 【成果】 【評価】

中央図書館12回 406組 ◎

菖蒲図書館 6回 100組 ◎

栗橋図書室11回 163組 ◎

鷲宮図書館12回 279組 ◎
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有 ○

51113 赤ちゃんの駅整備の
普及・啓発

市内の公共施設や事業所に、オム
ツ交換や授乳ができる場所を設け
て、地域ぐるみで子育てを応援す
る。

○

子育て中の保護者を地
域ぐるみで支援する取り
組みができた。

子
育
て
支
援
課

○

市内の公共施設や民間事業所に、オムツ交換や授乳
ができる場所を設ける「赤ちゃんの駅」整備の普
及・啓発に取り組んだ。 ○

介
護
福
祉
課

(23104再掲）

(44202再掲）

51115 入浴サービス事業の
充実

家庭において独力又は家族のみの
介助では入浴することが困難な身
体障がい者に対し、入浴サービス
を行うことにより、当該身体障が
い者の心身の健康を増進するとと
もに、家庭介護の負担の軽減を図
る。 有 ○

○ ○ ○

男女問わず、介護や認
知症に関する知識の普
及が図れた。

○ ○

入浴サービスを行うこと
により該当障がい者の
心身の健康を増進する
とともに、家族介護の負
担を軽減することができ
た。

障
が
い
者
福
祉
課

51114 介護研修等への男性
参加促進

認知症予防・介護教室など介護研
修の開催にあたっては、男性の参
加を促進するよう配慮する。

有

○

認知症サポーター養成講座の開催及び家族介護講演
会を実施し、認知症予防、認知症介護者支援を実
施。
・認知症サポーター養成講座
・家族介護講演会　題目「認知症とともに、よりよ
く生きる」
参加者71人（ｱﾝｹｰﾄ回収62人）男:女:1:3

本市に登録のある２事業者に対し、入浴サービス提
供に要する経費から本人負担額を控除した額を補助
することにより利用する側のニーズに的確に対応し
ている。

○

【目標】平成27年度見込み量10人（第4

期久喜市障がい福祉計画より）

【現状】平成26年度10人 【成果】 8人 【評価】 ○

○

児童の養育のために就
業時間に制約のあるひ
とり親家庭等に対して、
経済的負担を軽減する
ことができた。

子
育
て
支
援
課

51116 ひとり親家庭等に対す
る各種制度の情報提
供と利用促進

ひとり親家庭等の経済的自立と福祉の
向上を図るため､児童扶養手当制度や
ひとり親家庭等医療費支給事業等の各
種援護制度の周知及び利用促進を図
る。

有

(２１１１０再掲)

○ ○

◎

保育料の全部又は一部
を助成することにより、
保護者の負担を軽減
し、児童福祉の増進が
図られた。

保
育
課

51117 放課後児童クラブ保
育料の助成

留守家庭児童の健全な育成を図る
ため、生活保護・所得税非課税・
ひとり親家庭等の医療費の受給世
帯に保育料の助成をする

有

交付決定延人数（延児童数）
生活保護世帯 　　２７人
所得税非課税世帯 ３６人
ひとり親家庭等の医療費の需給世帯 　７４２人

○ ◎

事業終了につき削除し
ます。

子
育
て
支
援
課

51118 (仮称）子ども・子育て
支援事業計画策定

子どもが健やかに成長し、親が子
育てに喜びを感じることができる
社会・地域づくりを目指し、さま
ざまな子育て支援を全庁的に取り
組み進めるための計画を策定する

無

（新規）

平成27年3月に久喜市子ども・子育て支援事業計画を
策定済。

○

◎

相談窓口でのパンフレットの配布や、ホームペー
ジ・広報紙により、制度の周知や利用促進に努めて
いる。また離婚協議中の方を中心に、制度の説明を
積極的に行なっている。
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　②仕事と家庭の両立（ワーク・ライフ・バランス）の推進
所
管
課その理由

51201 保護者の参加しやす
い開催日時等の配慮

就労している保護者も学校行事等
に参加しやすくなるよう、保育・
授業参観、保護者会等の行事を土
日に開催するなど、開催日時や開
催時間などを配慮する。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

○ ◎ ◎

毎年、見直し・改善を行
ない、就労している保護
者や父親への支援が図
れてきた。

学
務
課

（51102再掲）

○

極力開催日は土日にす
るように努めているが、
施設の運営上土日に立
案しにくい状況にある。

保
育
課

◎

土曜日に授業参観を行
うことで、仕事を持って
いる保護者が学校に行
きやすい状況が設定で
きた。

指
導
課

目標【施策の方向性】達成度

多様な保育サービス
の充実

0歳児保育、延長保育、休日保
育、一時保育、障がい児保育、病
後児保育(施設型)など、保護者の
保育ﾆｰｽﾞにあった多様な保育ｻｰﾋﾞ
ｽの充実を図る。

有

0歳児保育　3園実施
延長保育　2園実施
一時保育　2園実施（利用者延1,325人）

◎ ◎ ◎

保護者のニーズにあっ
た保育サービスを実施
した。

○

就労している保護者が参加しやすくなるよう、運動
会等の行事を土日に開催するなど、開催日時や開催
時間などを配慮した。 ○

有 ◎ ◎

有

土曜日曜参観「親子で遊ぼう」を実施し、就労して
いる保護者や父親が参加しやすいように配慮してい
る。

11月の「彩の国教育週間」を中心に、各学校で土曜
日の授業参観を行った。

◎

◎

保
育
課

51202

◎

○

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

○

保護者のニーズと保育の充実に向けた取組を行なえる
よう幼稚園評価（保護者アンケート）などをとおして
把握するように努めている。
３歳児保育や週に２～３回の給食の実施、預かり保育
の希望が多い。

◎ ◎

○会員数と活動件数（4地区合計）
　・会員数　　　699人
　・活動件数　3,475回
（平成28年2月末現在） ◎

保護者の
ニーズと
保育の充
実に向
け、さら
に摸索し
ていく

○ ○

保護者のニーズの把握
はできてきたものの、
実施には至らないもの
がある。

子どもの預かりや保護
者に代わっての保育園
などの送迎により、仕事
と家庭の両立に貢献し
た。

学
務
課

公立幼稚園は障がい児保育、未就
学児保育、延長保育、預かり保育
を実施し、保護者のニーズに応じ
た保育サービスの充実を図る。 有 ◎

子
育
て
支
援
課

51203 ファミリー・サポート・セ
ンター運営事業

ファミリー・サポート・センター
会員による育児に関する相互援助
活動を支援することにより、仕事
と育児を両立できる環境を整備す
る。

有 ◎
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子育て支援課

(児童センター)

(鷲宮児童館)

○

※児童センター・鷲宮児
童館
募集人数（定員）に対
し、人数が集まらない
コースもあったが、計画
通り事業を実施すること
ができた。

(23103再掲)

51204 児童センター・
児童館事業

児童センターや児童館において児童
の健全な遊び場を確保するとともに、
育児教室や幼児教室など子育てに関
する講座や父親がふれあい遊びを通
して、子育ての楽しさを体験できるよう
な講座の充実を図る。

有

有

◎○ ○

※児童センター
・育児教室（0歳児）８回実施、（1歳児）５回実
施。保健師、栄養士の講話などで育児不安の解消及
び保護者同士の交流が図れた。
・幼児教室（2歳児）１２回実施、（3歳児）7回実
施。親子で手遊び、歌等を通しての身体表現や様々
な素材を使用して表現活動を実施。
・お父さんといっしょ（年3回）実施。手遊びや、ふ
れあい遊び、制作などを通して親子で楽しむことが
できた。
※鷲宮児童館
・幼児クラブ（1・2歳児）年5回、プチランド年11
回、わくわくランド年4回実施。親子でリズム遊びや
体を動かしたり、四季折々の製作を実施。

○ ○ ○

母親が参加する機会が
多いが、父親も参加す
るよう呼びかけた。ま
た、父親も参加しやすい
よう、土曜日にも事業を
行った。

し
ょ
う
ぶ
会
館

○

・めばえ広場、すくすく広場：毎月１回開催。親子
で手遊び、体操、工作などをして親子のふれあいを
図った。
・絵本のへや：毎月２回開催。絵本の読み聞かせや
ゲームなどを行い親子のふれあいを図った。
・わくわくタイム：毎月１回開催。親子遊び、歌、
リズム体操等を行い、親子のふれあいを深めた。
・親子でファイティング：毎月１回開催。柔軟体操
やかけ足、フラフープなどを使った運動や遊びを行
い、親子のふれあいを深めた。

課題２　男女が安心して暮らせる環境づくり

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①男女共同参画の視点にたった環境の整備
目標【施策の方向性】達成度 所

管
課その理由

事業番号 事業名 事業内容 実
施

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

○

センターに登録している
１０団体の活動を支援す
る場を提供することがで
きた。

社
会
福
祉
課

52101 活動団体への活動拠
点の提供

ふれあいセンター久喜に利用団体
として登録している女性団体に対
し、活動の拠点（女性団体活動支
援事業室）の提供を図る。

有
(２１２０７再掲)

女性団体活動支援事業室の貸出
【平成27年度(平成28年3月31日現在）の利用状況】
○利用登録団体数　10団体(昨年度ろ同増）
○利用団体数のべ101団体（昨年度比3.1％増）
○利用人数のべ674人(昨年度比1.8％増）

○

○

子育て中の保護者を地
域ぐるみで支援する取り
組みができた。

子
育
て
支
援
課

52102 市内の公共施設や民間事業所に、オムツ交換や授乳
ができる場所を設ける「赤ちゃんの駅」整備の普
及・啓発に取り組んだ。 ○○ ○有

（51113再掲）

赤ちゃんの駅整備の
普及・啓発

市内の公共施設や事業所に、オム
ツ交換や授乳ができる場所を設け
て、地域ぐるみで子育てを応援す
る。

○ ○

38



39

○

地域包括支援センタ
ーにおける総合相談
窓口や介護保険相談
員の窓口相談、訪問
相談により、相談
体制の整備を図った。

介
護
福
祉
課

52103 介護者のための
相談体制の充実

要援護高齢者やその家族などの身近
な相談及び要介護認定、保険給付、
保険料、高齢者福祉サービスなどに
関する苦情等についての一次的窓口
として、市で対応できるよう相談体制
の充実を図る。
介護保険相談員が、要介護認定者や
その家族の相談や苦情に対応すると
ともに、介護サービスの質の向上を図
る。

有

52105 男女共同参画関連図
書等の整備及び各種
情報の提供

さまざまな男女共同参画関連図書
や資料を選書・収集し、広く市民
に情報提供を行う。さらに、リク
エストサービスや他館からの貸出
し提供を実施する。

有

行政施策の実施にあたっては、男
女共同参画の視点をもって取り組
む。

○○ ◎

○

男女共同参画の視点へ
の配慮について関係課
と意見を摺り合わせて
実施

人
権
推
進

○ ○

◎ ◎

多種多様化する利用者
の要望に応えるため、
図書だけでなくチラシ類
の充実、配布コーナー
の改善を図り、情報提
供に努めた。

中
央
図
書
館

各
課

◎

○

◎

有

52106 男女共同参画や子ど
もの視点に立った公共
施設の整備

子育て期にある市民をはじめ、子
どもから高齢者まであらゆる市民
が利用しやすい公共施設の環境整

52104

利用者が求める資料の購入に努め、資料整備の充実
を図った。幅広く資料を提供するために、類縁機関
や埼玉県内の公立図書館と連携し、迅速に対応し
た。

行動計画策定や推進状況調査において、男女共同参
画の視点に立った環境整備について関係課と意見交
換した。

男女共同参画の視点
に立った行政施策の
実施

介護保険相談員を配置し、要介護（要支援）認定者
を訪問、本人やその家族からの相談に対応するとと
もに、介護サービスの円滑な利用を図るべく、事業
者に対して指導や助言を行った。地域包括支援セン
ターの窓口において、高齢者やその家族の相談に対
し、情報提供を行い、適切なサービスにつなげると
ともに、関係機関の連係を図った。

子育て家庭を地域ぐる
みで支援する取り組み
ができた。

子
育
て
支
援
課

実施した。 課

○ ○ ○○

○ ○

有

施設 整備

関
係
課

快適な市民生活と公共
水域の水質保全を図る
ことができた。

下
水
道
施
設
課

◎

快適な市民生活と公共用水域の水
質保全を図るため、公共下水道に
よる下水道整備を進める。

有

○ ○

自然及び生活環境に
配慮したまちづくり
の推進

久喜市の豊かな自然環境の保全と
創造や、快適な生活環境を確保す
るため、すべての人々の協働の理
念のもと、環境への配慮を優先し
たまちづくりを推進する。

有 ○

○

○

男女共同参画に配慮し
ながら自然環境の保全
と創造や、快適な生活
環境の確保に寄与でき
たため。

環
境
課

52107

利用しやす 公共施設 環境整
備を進めるため、男女共同参画や
子どもの視点に立った公共施設の
整備について関係部署に働きかけ
る。

公共施設にオムツ交換や授乳ができる｢赤ちゃんの
駅｣を設置し、子育て家庭が利用しやすい公共施設の
整備・充実を図っている。

緑のリサイクル、生垣設置・樹木樹林保存奨励金、
市民まつりによる環境啓発活動、環境保全団体への
補助事業、アイドリングストップ・ノーカーデー啓
発活動、エコライフデー、地球温暖化防止の啓発活
動、廃食油利用石けん製造事業等、環境施策に関す
ること。

公共下水道９．６haの区域を整備することができま
した。
事業計画面:２，１９４．５ha（①）
H27末整備済面積:１，８２９．８ha（②）
H27整備面積:９．６ha
H27整備延長:１，９６２．６ｍ

【目標】整備率 83.4％【現状】H26末

整備率 82.9％

【成果】 整備率 83.4％（②／①） 【評価】 ◎
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道路河川課

各総合支所

建設課

営繕課

各総合支所

建設課

都市整備課

各総合支所

建設課

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　②安心して暮らせる地域づくり

有 ○ ○

中央保育園に多目的トイレ、ｽﾛｰﾌﾟ、点字ブロックを
設置した。
栗橋小学校放課後児童クラブに多目的トイレ、ｽﾛｰ
ﾌﾟ、点字ﾌﾞﾛｯｸを設置した。
栗橋西小学校放課後児童クラブにｽﾛｰﾌﾟと点字ﾌﾞﾛｯｸ
を設置した。
砂原小学校に多目的トイレ、ｽﾛｰﾌﾟを設置した。
鷲宮中学校にｽﾛｰﾌﾟと点字ﾌﾞﾛｯｸを設置した。

公園の設計にあたり、あらゆる人にやさしく、使い
やすい施設となるよう、多目的トイレや段差のない
出入口を設置することなどを検討した。

○

○ ○ ○

道路利用者の安全性の
確保と道路環境が向上
された。

◎

相談員は男女問わず広く募集
しており、「こどもレディース110
番の家」の設置により安心な暮

実 寄 す が

生
活
安

○

ユニバーサルデザイン
に配慮した設計を実施
することができた。

◎

高齢者、障がい者、妊
婦など、あらゆる人に使
用しやすいよう配慮し、
工事を実施した。

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

(４３３０１参考)

公共施設（住環境、
道路、公園など）の
ユニバーサルデザイ
ン化の推進

52108

「こどもレディース１１０番の家」相談員の委嘱
平成28年3月31日現在の委嘱者数

道路や公共建築物及び公園等が高
齢者、障がい者、子どもや妊婦な
どあらゆる人にやさしく、使いや
すいユニバーサルデザインに配慮
したまちづくりを推進する。

有

有

52201 防災・防犯に配慮し
たまちづくりの推進

自然災害や犯罪などから市民の生
命や財産を守り、安全な生活環境
を整備するため 防災 防犯に配 有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

道路の不良箇所や危険箇所の早期発見、早期補修す
ることにより事故を未然に防ぐとともに、交通の利
便性を向上させるための道路整備に努め、全ての人
に安全で快適な道路環境づくりを推進した。

実施状況の概要

○

○

○

男女共同参画への配慮

対応策

○ ○ ◎ らしの実現に寄与することがで
きた。

安
全
課

関
係
課

○

達成度を判断すること
は難しいが、引き続き当
事業の推進に努めてい
く。

消
防
防
災
課

◎

高齢者やその家族の身
体的、精神的な負担の
軽減が図られた。

介
護
福
祉
課

52202 生活支援サービスの
充実

在宅の高齢者に対し各種サービス
を提供することによって生活を支
援し、高齢者やその家族の身体
的、精神的な負担の軽減を図る。 有

◎ ○

◎

避難所参
集職員に
出来る限
り男女が
含まれる
ようにし
た

◎

有

・要介護３以上の非課税世帯の方へ、紙おむつ等の
介護用品を支給する事で、介護する家族の負担の軽
減を図った。
延べ利用者数　３４６人
・介護認定を受けられない高齢者へ、ヘルパーを派
遣したことで、高齢者の生活援助を図った。
実利用者数　男７人　女６人

施設の整備・管理、避難場所の整備、広報啓発活
動、災害時の職員配備を図った。

を整備するため、防災・防犯に配
慮したまちづくりを推進する。

有 ○○ ○

○

○

こどもﾚﾃｨ゙ｰｽ110番の家委嘱者

【目標】1,052名以上【現状】1,052名

(H27.4.1現在) （生活安全課）

【成果】 1,066名 【評価】◎
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◎

高齢者やその家族、
地域からの相談や
介護支援専門員など
関係機関との連携
が図られた。 介

護
福
祉
課

52203 高齢者の総合相談窓
口の充実

市内5か所の地域包括支援ｾﾝﾀｰに
おいて、高齢者虐待の防止及び養
護者への支援を行うなど、地域や
医療・保健・福祉の関係機関との
連携により、相談･支援体制の強化
を図る。

有

・市内５箇所に設置されている地域包括支援セン
ターにおいて、高齢者や家族、地域などからの相談
への対応、関係機関との連携を図った。

○

障
が
い
者
福
祉
課

52204 身体障がい者デイ
サービス事業の充実

在宅の身体障がい者に対し、通所
の方法により、機能訓練や創作的
活動等各種のサービスを提供する
ことによって、障がい者の自立的
生活の助長、心身機能の維持向上
を図るとともに、その家族の身体
的、精神的な負担の軽減を図る。

（52209へ統合）

５２２０９へ統合

○

障がい者（児）が日常生
活又は社会生活を営む
上で必要となるサービス
を支給することにより、

障
が
い
者

52205 障害福祉サービス事
業

身体、知的、精神の障がい種別に
かかわらず、障がい程度が一定以
上の方に生活上または療養上の必
要な介護や 身体的又は社会的な 有

障がい者（児）からの相談を受け、必要に応じて状
態確認や聞き取り調査、障害支援区分の認定等を行
い、相談支援事業所作成のサービス等利用計画案を
勘案して必要なサービスを支給決定している。

○○ ○

○ ◎相談件数【目標】延べ件数：20,000件

【方法】今後についても、地域包括支援

センターの職員が、高齢者やその家族等

の相談に応じる。男女比を目標数値にす

ることは難しいが、男女問わず、相談し

やすいような対応をするよう心がける。
【成果】 23,876件 【評価】 ◎

○
を支給することにより、
障がい者（児）の福祉の
増進を図ることができ
た。

者
福
祉
課

要な介護や、身体的又は社会的な
リハビリや訓練等の支援を行う。

有
勘案して必要なサ ビスを支給決定している。

○○ ○
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障がい者とその家族に
対し、就労全般に関する
支援や情報を総合的に
提供する場として事業

障
が

52207 障がい者就労支援事
業の充実

身体障がい者、知的障がい者及び
精神障がい者の一般就労の機会の
拡大を図るとともに、障がい者の
就労と生活を総合的に支援するた

○

聴覚障がい者等の社会
生活上のコミュニケー
ションを円滑にし、社会
参加を促進することがで
きた。

障
が
い
者
福
祉
課

52206 手話通訳派遣事業の
充実

聴覚・音声及び言語機能障がい者
の家庭生活及び社会生活における
コミュニケーションを円滑に行
い、聴覚障がい者等の社会参加の
促進を図るため、手話通訳の派遣
事業を実施する。事業を（社）久
喜市社会福祉協議会に委託し、各
種行事等、及び聴覚障がい者の生
活に関すること等への手話通訳者
の派遣に関する業務を実施する。
平成20年4月より、市役所に毎週
火曜日、手話通訳者が常駐し、来
庁した聴覚障がい者のニーズに対
し、迅速かつ的確な対応をする体
制を整備

有

生活・医療・教育関係など様々な場面において、手
話通訳を必要とする聴覚障がい者等に対して、手話
通訳の派遣を行い、コミュニケーション支援を実施
している。

障がい者に対する就労相談等に豊富な経験がある、
社会福祉法人啓和会に事業を委託し、障がい者の就
労のための相談や就労に向けた実習の支援、職場開
拓等を実施している。

○○ ○

【目標】平成27年度見込み量440人（第

4期久喜市障がい福祉計画より）【現

状】平成26年度439人
【成果】 571人 【評価】◎

提供する場として事業
の促進を図ることができ
た。

い
者
福
祉
課

就労と生活を総合的に支援するた
め、障がい者就労支援事業を実施
する。(久喜市障がい者就労支援セ
ンター)事業を(社)啓和会に委託し､
就労に関する相談､職場開拓､継続
した就労支援等を実施する。

有

障がい者等への必要な
情報提供等の便宜を供
与することや権利擁護
のために必要な支援を
行うことができた。

障
が
い
者
福
祉
課

有 ○ ○

相談支援事業 障害者自立支援法に規定する市町
村地域生活支援事業の相談支援事
業として実施し､障がい者の相談に
応じ､必要な情報の提供等を行うこ
とや､権利擁護のための必要な援助
を行うことにより､障がい者等が自
立した日常生活又は社会生活を営
むことができるようにする。

○ ○

○

○

幸手保健所管内4市2町の広域で身体・知的・精神に
関する相談支援事業を各指定相談事業所に委託し
て、専門的職員による相談支援を実施している。
身体障がい者に関する事業所数　1か所
知的障がい者に関する事業所数　2か所
精神障がい者に関する事業所数　2か所

拓等を実施している。

52208

○

○
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○ ○

52210

(５２１０７一部再掲)

52211

登録事業者に対しサービス提供に要する経費から本
人負担額を控除した額を補助することにより利用す
る側のニーズに的確に対応しサービスの提供が行わ
れている。

公共下水道9.6haの区域を整備することができま
した。
事業計画面積：2,194.5ha（①）
H27末整備済面積：1,829.8ha（②）
H27整備面積：9.6ha　H27整備延長：1,962.6ｍ

○

移動支援事業の実施 障がいを有する方が社会生活を営
む上で、必要な外出や余暇活動な
どの社会参加のための移動支援を
行う。

有

自然及び生活環境に
配慮したまちづくりの推
進

快適な市民生活と公共用水域の水
質保全を図るため、公共下水道に
よる下水道整備を進める。

有 ○

○ ○

52212 高齢者福祉 介護保 高齢者等福祉を推進するため 介

52209 地域活動支援セ
ンター事業

障害者総合支援法に規定する市町
村地域生活支援事業の地域活動支
援センター事業として実施し、地域に
おいて雇用・就労が困難な在宅障が
い者に対して、機能訓練、社会適用
訓練、入浴等のサービスを実施する。

有

（52204から統合）

○

○

○

市内５箇所に設置されている地域包括支援センタ

障
が
い
者
福
祉
課

○

Ⅰ、Ⅲ型については、指定事業者に対して委託料を
払い、Ⅱ型については、登録事業者に対して、サー
ビス提供に要する経費から本人負担額を控除した額
を頬することにより、利用する側のそれぞれのニー
ズを的確に対応している。

屋外での移動が困難な
障がい者等に外出支援
を行い地域での自立と
社会参加促進が図られ
た。

下
水
道
施
設
課

障
が
い
者
福
祉
課

高齢者やその家族

○

障がい者等が通所によ
り、創作的活動、生産活
動、社会との交流促進
の支援を行うことで、身
体機能の維持向上や社
会参加の促進が図られ
た。

◎

快適な市民生活と公共
水域の水質保全を図る
ことができた。

【目標】平成27年度見込み量78人（第4

期久喜市障がい福祉計画より）【現状】

平成26年度80人

【目標】整備率 83.4％

【現状】H26末 整備率 82.9％

【成果】 78人 【評価】 ○

【成果】整備率 83.4％（②／①）【評価】◎

総合窓口

対象者は市民全体のた
め、特に男女の区別は
していない。

52213 国民年金制度の普及
啓発及び相談体制の
充実

安定した老後生活が送れるよう国
民年金制度の普及を図り､年金相談
を実施して相談体制の充実を図
る。

無

特になし
（対象者
に男女の
区別がな
いため）

52212 高齢者福祉、介護保
険制度の充実と相談
体制の整備

高齢者等福祉を推進するため、介
護保険制度や生活支援・介護予防
事業などの充実に努めるととも
に、高齢者の総合相談体制の充実
を図る。

有 ○

市内５箇所に設置されている地域包括支援センター
において、高齢者や家族、地域などからの相談への
対応、関係機関との連携を図った。

○ ◎

市
民
課

介
護
福
祉
課

◎

高齢者やその家族、
地域からの相談や
介護支援専門員など
関係機関との連携
が図られた。

相談件数【目標】延べ件数：20,000件

【方法】今後についても、地域包括支援

センターの職員が、高齢者やその家族等

の相談に応じる。男女比を目標数値にす

ることは難しいが、男女問わず、相談し

やすいような対応をするよう心がける。 【成果】 23,876件 【評価】 ◎
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母子生活支援支援施設への入所なし。

○ ○ ○

助産施設を利用するこ
とにより安全で衛生的な
助産を実施することがで
きた。

子
育
て
支
援
課

52215 助産施設入所事業 経済的理由により、入院助産を受
けられない妊産婦を保護し、助産
施設において助産を実施する。

有 ○

5件の入院助産を実施した。

子
育
て
支
援
課

52214 母子生活支援施設入
所事業

生活上のいろいろな問題により、
児童の養育が十分にできない母
と、その児童を母子生活支援施設
に保護し、自立を支援する。

無
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平成27年度実施推進状況および男女共同参画への配慮に関する調査 Ａ ◎
Ｂ ○

基本目標Ⅵ　性別による暴力のないまちづくり

課題１　性別による暴力の根絶に向けた啓発

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①配偶者からの暴力の防止に向けた啓発および被害者への対応

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
・第24回　埼葛人権を考えるつどい
H27.10.15(木)春日部市民文化会館　当日の参加者
数:約5,600人
・市内４地区での人権のつどい事業の開催
　①久喜地区「平和と人権のつどい」
　H27.9.12(土)久喜総合文化会館　1,589人
　②菖蒲地区「平和と人権のつどい・少年の主張大
会」
　H27.11.21(土)菖蒲文化会館(アミーゴ)　1,250人
　③鷲宮地区「平和と人権のつどい」
　H27.12.12(土)鷲宮西コミュニティセンター・おお
とり
　683人
　④栗橋地区「人権フェスタ　IN くりはし」

H28 1 30(土)栗橋文化会館(イリス) 618人

◎

Ｃ
性別による固定的な役割分担意識の解消など男女

△
どちらかというとできなかった・事業の

共同参画意識の啓発につながった 対象や手法の見直しが必要である

男女共同参画への配慮 評価基準
事業の企画実施にあたり男女それぞれの意見を聞いた 十分にできた・十分な成果をあげた

男女それぞれにとって利用・参加しやすいように配慮した できた・ある程度の成果をあげた

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

61101 人権意識の高揚 個人の尊厳と男女平等を基礎とした
人権意識の高揚を図り、互いの人権と
多様な価値観を尊重することの重要
性について啓発を行う。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

(11101再掲)

◎ ◎ ◎

事業には、男女の偏り
なく多くの参加が得られ
た。
市内小中学校の児童・
生徒、各種活動団体な
どにご協力いただき、幅
広い世代に人権意識の
高揚を図ることができ
た。

人
権
推
進
課

久喜市男女共同参画行動計画（第１次）　女(ひと)と男(ひと)ともに輝く共生プラン

H28.1.30(土)栗橋文化会館(イリス) 618人
・広報くきの人権コーナー及び特集等を活用して
様々な人権問題の解消に向けて啓発活動を実施
・駅頭啓発等、各地域で啓発活動事業を開催
・第1２回男(ひと)と女(ひと)のつどい
　　H27.6.27(土)中央公民館　参加者418人

市民大学「男女共同参画による社会づくり」の講座
の実施。
高齢者大学「女性の人権」の講座の実施。 ◎○ ◎ ◎

講座を通して男女参画
について学習し、男女平
等、人権意識の高揚が
図られた。

生
涯
学
習
課

有
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・第24回　埼葛人権を考えるつどい
H27.10.15(木)春日部市民文化会館　当日の参加者
数:約5,600人
・市内４地区での人権のつどい事業の開催
　①久喜地区「平和と人権のつどい」
　H27.9.12(土)久喜総合文化会館　1,589人
　②菖蒲地区「平和と人権のつどい・少年の主張大
会」
　H27.11.21(土)菖蒲文化会館(アミーゴ)　1,250人
　③鷲宮地区「平和と人権のつどい」
　H27.12.12(土)鷲宮西コミュニティセンター・おお
とり
　683人
　④栗橋地区「人権フェスタ　IN くりはし」
　H28.1.30(土)栗橋文化会館(イリス)　618人
・広報くきの人権コーナー及び特集等を活用して
様々な人権問題の解消に向けて啓発活動を実施
・駅頭啓発等、各地域で啓発活動事業を開催
・第1２回男(ひと)と女(ひと)のつどい
　　H27.6.27(土)中央公民館　参加者４１８人

「DV相談ハンドブック」等のマニュアルを常に参照
しながら相談業務を行うことができた。

◎

○○

◎ ◎ ◎

事業には、男女の偏り
なく多くの参加が得られ
た。
市内小中学校の児童・
生徒、各種活動団体な
どにご協力いただき、幅
広い世代に人権意識の
高揚を図ることができ
た。

人
権
推
進
課

61102 配偶者等に対する暴
力の根絶に向けた啓
発活動の推進

配偶者等に対する暴力の根絶に向
けた講座の開催や啓発紙の配布、
関連図書及び啓発ビデオに関する
情報提供など、配偶者等に対する
暴力を根絶するための啓発活動の
推進を図る。

有

○ ○

被害者の置かれた状況
は個々に異なることを理
解した上で、窓口での基
本姿勢を統一できた。

人
権
推
進

61103 ＤＶ対策ハンドブック作
成と活用

相談担当者向け対応マニュアル
「ＤＶ対策ハンドブック」を作成
し、職務関係者等での活用を図る
ことにより、被害者の置かれた状
況に応じた適切な対応を行う。

有

・広報くき、HPで市・県の相談窓口を周知した。
・女性のための法律相談(埼玉県弁護士会主催)
・女性の人権ホットライン、女性の権利110番等を周
知すると共に、DVやハラスメントが身近で起きてい
ることを周知した。

○

課
況に応じた適切な対応を行う。

○ ○ ○

相談窓口の案内と併せ
てDVやハラスメントにつ
いての情報を知ってもら
うよう図った。

人
権
推
進
課

61104 性別による暴力の周
知

ＤＶやセクシャル・ハラスメント
など性別による暴力に関する情報
を広報くきなどに掲載し、周知を
図る。

有
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　③若年者に対する予防啓発の推進

施策の方向性　　②性別による暴力の根絶に向けた啓発

61202

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

61201 メディア・リテラシーの
向上につながる啓発
活動の推進

メディアが送り出す男女の固定的
なイメージの情報や、女性の性的
側面の強い表現などを、無批判に
受け入れるだけでなく、それら情
報を主体的に読み解き、選択し、
使いこなす力（メディア・リテラ
シー）を身につけるための啓発活
動を推進する。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

(23203再掲)

情報誌「そよかぜ」編集会議の中で、編集員を対象
とした「メディア・リテラシー」に関する学習を実
施。県発行の「男女共同参画の視点から考える表現
ガイド」を市役所、小・中学校、保育所、幼稚園、
学童保育所には冊子を配布済み。 ○○ ○ ○

市内の教育機関、保育
施設等に向けて、男女
共同参画に配慮した表
現に関するガイドライン
を提供できた。

人
権
推
進
課

◎ ◎

児童生徒と共に保護者
が男女平等も含む人権
教育について学ぶこと
で、家庭でも共通認識
が図れた。

指
導
課

保護者に対する意識
啓発の充実

保護者会や公開事業を通して、男
女平等や家族の絆の大切さ等につ
いて啓発を行う。 有 ◎

授業参観や講演会で、道徳の授業公開や人権啓発を
積極的に行い、児童生徒と共に保護者に対しても、
意識の向上を図った。 ◎

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

61301 配偶者等に対する暴 配偶者等に対する暴力の根絶に向

事業番号 事業名 事業内容 実
施

・1日体験バスツアー等の車中でDV防止 男女共同参 多くの若年者が利用す

61302 デートＤＶ防止に向け
た啓発活動の推進

DVは配偶者だけではなく、若い恋
人の間でも発生するという認識に
立ち、若年者向けのDV防止普及啓
発資料の作成や保護者対象のDV防
止に関する講座の開催など、若い
男女間の暴力の防止に向けた啓発
活動を推進する。

61301 配偶者等に対する暴
力の根絶に向けた啓
発活動の推進

配偶者等に対する暴力の根絶に向
けた講座の開催や啓発紙の配布、
関連図書及び啓発ﾋﾞﾃﾞｵに関する情
報提供など、配偶者等に対する暴
力を根絶するための啓発活動の推
進を図る。

有

(61102再掲)

・1日体験バスツア 等の車中でDV防止、男女共同参
画推進の啓発DVDを上映
・市内コンビニエンスストアや主要商業施設に依頼
し、DV防止、相談窓口案内の啓発カードの設置をお
願いした。(H28.3.31現在　15店舗に設置)
・市民大学講座「男女共同参画による社会づくり」
参加者１６人
・高齢者大学講座「女性の人権」参加者６４人
・民生・児童委員対象にDVの現状、相談窓口等の周
知、意見交換を行った

○○ ○ ◎

多くの若年者が利用す
るコンビニエンスストア
や大型店舗のトイレに
啓発カードを設置した
り、ポスターを掲示する
協力が得られた。
効果は、計れないが目
に触れる機会が増える
ことから◎とした。

人
権
推
進
課

○

新成人に向けて、デート
ＤＶに関する啓発を行う
ことができた。

人
権
推
進
課

 (23202再掲)

有 ○ ○

Ｈ28.1.10（日）成人式において、啓発パンフレット
「知っていますか？デートＤＶ」を配布した。

○
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課題２　　被害者の相談体制と支援体制の充実

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①被害者のための相談体制の充実

実
施

人
権
推
進
課

61303 デートＤＶ防止に向け
た調査の実施

社会に出る前の高校生や大学生を
対象にデートDVに関するアンケー
ト等を実施し現状を把握するとと
もに若年者向けのDV防止普及啓発
資料として活用する。

有

市内中学校の３年生の１クラスを対象に「男女共同
参画に関するアンケート調査」を行い、デートＤＶ
についての意識調査を行った。
回答数347（女子176　男子164　性別無回答7）
「デートＤＶという言葉を知っていますか」
　・詳しく知っている・・・　８．４％
　・おおよそ知っている・・２１．９％
　・聞いたことがある・・・２６．２％
　・知らない　　　・・・・４２．１％
　・無回答　　　　・・・・　１．４％

◎◎ ◎

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
目標【施策の方向性】達成度

◎

アンケートを通してデー
トＤＶについての現状を
把握することができた。

・人権・女性相談の実施
久喜地区　相談件数　６０件　うち女性４５件
菖蒲地区　相談件数　　６件　うち女性　３件
栗橋地区　相談件数　１９件　うち女性　８件
鷲宮地区　相談件数　１４件　うち女性　８件
・女性の悩み(カウンセリング)相談
相談件数／相談枠数 ８８件／１１０枠

人権・女性相談および
女性の悩み相談の他、
職員による相談も含め
て常時DV相談を受けら
れ体制をとっている。
また、庁外関係機関と
の連携を深め 情報を

所
管
課その理由

62101 女性相談事業の充実 配偶者等からの暴力に関するこ
と、夫婦や家族に関することなど
女性の悩みごとについて相談しや
すい環境整備を進めるため、「人
権・女性相談」及び「女性の悩み
(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ)相談」を実施する。女

事業番号 事業名 事業内容

相談件数／相談枠数＝８８件／１１０枠
DVを主訴、背景とした相談件数　　２５件
配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援対策連絡
会議
H28.1.27(水)出席:外部機関9、庁内関係課13

○

の連携を深め、情報を
共有し合うことを目的と
した連絡会議の開催に
より、DV被害者支援に
対する共通認識をもって
支援にあたることを確認
した。

(ｶｳﾝ ﾘﾝｸ )相談」を実施する。女
性にかかる相談に適切に対応する
ため、関係機関等との連携を深
め、女性相談事業の充実を図る。
「女性の悩み(ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ)相談」に
ついては､毎月２回(第１･3金曜日)
実施のほかに特設相談(11月)を日
曜日に実施する。
・定例の相談　毎月2回(第1･第3金
曜日)午後1時～午後5時
・特設相談(11月)を開設
人権･女性相談については､本庁及
び各総合支所で実施する。
・本庁 毎月10日13時15分～16時
15分
・菖蒲 毎月第3水曜日13時～15時
・栗橋 毎月第3木曜日 13時30分
～15時30分
・鷲宮 毎月第4月曜日 10時～12
時

有

人
権
推
進
課

◎○ ○
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　②早期発見のための支援体制の充実

62201 配偶者等からの暴力
の防止及び被害者支
援対策連絡会議の充
実

配偶者等からの暴力の防止及び被
害者支援対策連絡会議を開催し、
関係機関相互の連携の強化、情報
の共有化、被害者支援の取り組み
の強化などを図る。被害者本人に
了解を得たうえで、被害者保護の
ための情報の共有化を市の運用で
実施。

有 ◎

警察、民生委員、人権
擁護委員等の外部機関
と連携を図る重要な機
会として活発に意見が
なされた。早期発見・被
害者支援強化に繋がっ
た。

・配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援対策連
絡会議
H28.1.27(水)出席:外部機関9、庁内関係課13
・県婦人相談センターによる県内DV被害者支援の現
状と課題についての講和
関係機関との意見交換

◎

人
権
推
進
課

○ ◎

必要な支援の判断がで
き、他機関との連携が
図られた。
相談者が関係機関の窓
口ごとに事情等説明す
る負担を軽減できた。

子
育
て
支
援
課

シートの活用により、相談の主訴・緊急性の判断、
相談への対応を行う

○○ ○ ○

62102 女性及び児童保護相
談の充実

女性や児童の保護に関する相談に
応じ、関係機関と連携して適切な
保護を行う。

有

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

（新規）

事業番号 事業名 事業内容 実
施

人
権
推
進
課

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

62103 久喜市職員を対象と
した研修の実施

配偶者等からの暴力の被害者の相
談・支援体制の充実を図るため、
窓口担当職員を中心とした研修を
実施する。

無

◎ ◎ ◎

全委員と直接情報共有
ができ、意見を伺うこと
ができたことから大きな
効果が得られた。

62202 民生委員・児童委員
への広報と相談業務
の周知

民生委員･児童委員の各地区の定例
会等において、DVについて周知す
るとともに、被害者を支援するた
めの相談体制に関する情報を提供
する。

有

各地区の民生児童委員の定例会に参加し、DVについ
て理解を深め、相談業務について周知した。
早期発見や相談体制について情報を共有し、支援に
ついての共通理解を得た。 ◎

人
権
推
進
課
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課題３　　関係機関との連携協力

Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　①庁内及び庁外の関係機関との連携

警察、民生委員、人権
擁護委員等の外部機関
と連携を図る重要な機
会として活発に意見が
なされた。早期発見・被
害者支援強化に繋がっ
た。

人
権
推
進
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

関

◎

・配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援対策連
絡会議
H28.1.27(水)出席:外部機関9、庁内関係課13
・県婦人相談センターによる県内DV被害者支援の現
状と課題についての講和
関係機関との意見交換

DV相談共通シートを共通様式にしているため、子育
て支援課の協力を得て対応する場合は効果的に情報
共有が図れた。

シートの活用により、相談の主訴・緊急性の判断、
相談への対応を行う

◎

◎

○

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策
63101 配偶者等からの暴力

の防止及び被害者支
援対策連絡会議の充
実

配偶者等からの暴力の防止及び被
害者支援対策連絡会議を開催し、
関係機関相互の連携の強化、情報
の共有化、被害者支援の取り組み
の強化などを図る。被害者本人に
了解を得たうえで、被害者保護の
ための情報の共有化を市の運用で
実施。

有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

（62201再掲）

63102

○ ○

○ ◎

シートを共通様式とした
ため、適切な質問や情
報管理ができた。

人
権
推
進
課

ＤＶ共通相談シートの
活用

相談者の機関ごとの説明の負担軽
減や本人の主張や意思を共通相談
シートにより確認し、一貫性を持
たせるとともに、個人情報の管理
を適切に行なう。

有 ○

○

必要な支援の判断がで
き、他機関との連携が
図られた。
相談者が関係機関の窓
口ごとに事情等説明す
る負担を軽減できた。

子
育
て
支
援
課

有 ○ ○

係
課
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

（総合窓口）

施策の方向性　　②外国人、高齢者、障がい者への支援と連携協力

市
民
課

○

虐待ケースの検討会を
開催することで各関係
機関との連携を図り、虐
待の防止に努めた。

介
護
福
祉
課

○

障害者虐待防止セン
ターを設置することによ
り、障がい者の虐待に
関する通報、届出及び
相談に迅速に対応する

障
が
い
者
福

◎

○

○○ ○

63203 障がい者への支援と
関係機関との連絡

障がいのある被害者の支援及び保
護について、県等の関係機関及び
支援機関との検討会などを開催
し、障がい者の支援を図る。 有

地域包括支援センターが中心となり、ケアマネ
ジャーなどの関係機関を含めて、事例検討会を実
施。また、地域支援センターが抱えている事例に対
し、弁護士などの専門職にも助言をいただく機会を
設けた。

平成24年10月1日から、障がい者福祉課及び各総合支
所福祉課に障害者虐待防止センターを設置した。
　また、窓口等で障害者虐待防止法についての啓発
リーフレットを配布し、周知を図った。

実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

○ ○

人
権
推
進
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

63201 外国人向けのＤＶに
関する情報の提供

外国人向けのリーフレット等を設置し、
外国人被害者への情報提供を図る。 有

事業番号 事業名 事業内容 実
施

○ ○

日本語が理解できない
外国人住民が支援措置
申出書を提出する際、
効果があった。

有

○ ○ ◎

必要な方が情報を得や
すいよう広く情報提供で
きた。

県、国等で発行した多言語によるリーフレットを市
民課窓口や子育て支援課など窓口に配架した。

住民基本台帳事務における支援措置申出書の様式に
外国語版を作成済み
英語・韓国語・中国語（簡体字・繁体字）・スペイ
ン語・ポルトガル語の６言語

63202 高齢者虐待の防止に
向けた取り組み

高齢者虐待の事例に接する機会が
多いヘルパー、ケアマネジャー等
の福祉関係職員を対象とした意識
啓発や事例検討会などを開催し、
発見・通報の促進を図る。

有

体制を整えることができ
た。

祉
課

人
権
推
進
課

警察、民生委員、人権
擁護委員等の外部機関
と連携を図る重要な機
会として活発に意見が
なされた。早期発見・被
害者支援強化に繋がっ
た。

・配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援対策連
絡会議
H28.1.27(水)出席:外部機関8、庁内関係課11
・県婦人相談センターによる県内DV被害者支援の現
状と課題についての講和
関係機関との意見交換

◎

63204

○ ○ ◎

配偶者等からの暴力
の防止及び被害者支
援対策連絡会議の充
実

配偶者等からの暴力の防止及び被害者
支援対策連絡会議を開催し、関係機関
相互の連携の強化、情報の共有化、被
害者支援の取り組みの強化などを図
る。被害者本人に了解を得たうえで、
被害者保護のための情報の共有化を市
の運用で実施。

有

(62201再掲）

 (63101再掲)
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Ａ Ｂ Ｃ 評価

施策の方向性　　③地域、職場、学校における被害者への支援と連携協力

ホームページに関連情報を掲載し、周知を図った。
事業者セミナーの案内には、DVに関する啓発資料を
提供し、理解を求めた。

○

◎

○○ ○

◎ ◎

・配偶者等からの暴力の防止及び被害者支援対策連
絡会議
H28.1.27(水)出席:外部機関9、庁内関係課13
・県婦人相談センターによる県内DV被害者支援の現
状と課題についての講和
関係機関との意見交換

○

メールなどで企業等に
対して情報提供できる
体制を構築する。

人
権
推
進
課

目標【施策の方向性】達成度 所
管
課その理由

63301 配偶者等からの暴力
の防止及び被害者支
援対策連絡会議の充
実

配偶者等からの暴力の防止及び被
害者支援対策連絡会議を開催し、
関係機関相互の連携の強化、情報
の共有化、被害者支援の取り組み
の強化などを図る。
被害者本人に了解を得たうえで、
被害者保護のための情報の共有化
を市の運用で実施。

有

人
権
推
進
課

(62201再掲)

(63101再掲)

(63204再掲) ○ ○ ○

警察、民生委員、人権
擁護委員等の外部機関
と連携を図る重要な機
会として活発に意見が
なされた。早期発見・被
害者支援強化に繋がっ
た。

事業番号 実施状況の概要
男女共同参画への配慮

対応策

◎

全委員と直接情報共有
ができ、意見を伺うこと
ができたことから大きな
効果が得られた。

人
権
推
進
課

63302 民生委員・児童委員
への広報と相談業務
の周知

民生委員･児童委員の各地区の定例
会等において、DVについて周知す
るとともに、被害者を支援するた
めの相談体制に関する情報を提供
する。

有

 (62202再掲)

各地区の民生児童委員の定例会に参加し、DVについ
て理解を深め、相談業務について周知した。
早期発見や相談体制について情報を共有し、支援に
ついての共通理解を得た。

63303 企業等へのＤＶに関す
る情報提供と被害者
支援に関する働きか
け

事業主に対して、ＤＶに関する情
報を提供するとともに被害者への
配慮について理解・支援を求め
る。

有

事業名 事業内容 実
施
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